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序

飯山市教育委員会

教育長 浦 野 昌 夫

北原遺跡 は昭和53年 に県営圃場 整備事業 が実

施 された際 に____,部発掘調査 が行 なわれましたが、

今回、その東側 の部分 に統合小学校(泉 台小学

校)が 建設 されるの に伴 ない発掘調査 を した も

ので、飯山南高校教諭の高橋桂先 生 を団長 にお

願 いして調査団を編成 しま した。

発掘作業 は昭和58年10月23日 に開始 されまし

たが時期的に遅 かった うえに冬将 軍の到来が早

く天候 が不順であったため作業は難行 し悪 戦苦

闘の連続で11月24日 、予定の約40%を 調査 して

打 ち切 られ残 りは翌年度 に実施 される事 になり

ま した。

翌59年 は7月22日 か ら作業 が開始 され、天候

に恵まれた事 もあ り順調 に進 み9月7日 に終 了

させ る事ができま した。

この2年 間、団長 をは じめ調査員各位並 び長

期間、熱心 に発掘作業 をされた作業員の方 々に

深甚なる敬意 と感謝の念 を捧 げるものであ りま

す。

調査の結果、平安時代の鍛冶炉祉 等貴重 な遺

構 、遺物 が検出 され、北原遺跡の重要性 が更 に

解明されました。

終 りにこの報告書が埋蔵文化財 に対 す る理解

を一層深 める上 に役立つ事 を祈念 して序 といた

します。

昭和60年3月25日



例 肖

1.本 書は、飯山市立泉台小学校建設に伴 う旭町遺跡群北原遺跡の発掘調査報告書である。

2.旭 町遺跡群北原遺跡 は、長野県飯山市大字旭字北原5366・番地等 に所在す る。

3.旭 町遺跡群北原遺:跡は、昭和53年 度に県営圃場整備事業に伴 う調査(北 原遺跡1979、 北原遺

跡発掘調査報告書1980)お よび昭和55年 度に実施 した範囲確認調査(北 原遺跡皿1981)を 実施

しており、本報告 を北原遺跡]Vと して報告するものである。

4.発 掘調査 は、飯山市教育委員会が主体 となり、昭和58年10月23日 ～11月24日 および昭和59年

7月22日 ～9月8日 にかけて実施 した。調査会組織は第II章 第1節 に記 した。

5.遺 物の整理は、高橋桂団長以下調査員が共同して行ない、執筆 については分担 して行ない、

目次に氏名を記 した。 なお、十分な討議に基づいていないため、若干の不統一な部分がある。

6.発 掘調査及び報告書作成にあたっては以下の諸氏に御指導をいただいた。記して感謝申し上

げる。

中島庄一(多 摩市教育委員会)、大原正義(君 津郡市文化財センター)、太田文雄(松 戸市立第五

中学校)、今井正文(桶 川市教育委員会)

7.本 書の編集は望月静雄が行 ない、高橋桂が総括 した。
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第1章 環 境

.第1節 地理的環境

北原遺跡の存在す る飯山盆地は、四方を死火山に囲まれた内陸盆地で、当該遺跡はその南西隅

にある。四方の死火山は、東側の毛無山(け なし、標高1650m)、 西側の斑尾山(ま だらお、同1382

m)、 南側 の高社 山(た かや しろ、同1352m)、 北側の鍋倉山(な べ くら、同1288m)を 指 すが、高

社山を除 く三山はいずれも溶岩の粘度が高い トロイデ型 を呈 している。高社山は南北両斜面が裾

野 をひ き、稜線 が見事なコニーデ型火山で ミ高井富士ミ と呼ばれ、親 しまれている。

長野県の最北端に位置する飯山盆地は、山梨、埼玉、長野の三県境にある甲武信岳(同2483m)

に源 を発す る千曲川(全 長367km)に よって東西に二分 されている。 さらに、西側 も南北 に横た

わる長峰丘陵(な がみね)に よって分断 され、その西側 を外様平(と ざまだいら)、東側 を常盤平

(ときわだいら)、千曲川以東 を木島平(き じまだいら)と 呼んでいる。

外様平の南端 に南条(み なみ じょう)と い う集落があり、その西隣が当該遺跡の北原地籍 とな

っている。

盆地中央部が千曲川沖積氾濫原、周辺部は山地 から流れ出る中小河川が扇状地 を形成する。東

の木島平では樽川扇状地、馬曲川(ま ぐせ)扇 状地、外様平では斑尾山に源を発する皿川(さ ら)

扇状地、笹川扇状地、滝沢川扇状地等々であり、 これら扇端部には集落が立地 している。

斑尾山と鍋倉山を結ぶ西側山地が海抜ほぼ1000mの 関田山脈であり、新潟県 との県境 を構成し

ている。関田山脈は第三紀層が中心であるため、軟弱な性質を持ち、浸食がいたるところでみら

れ、とくに遺跡地の上流付近では谷 と尾根が錯綜する複雑な地形 を提供 しており、崖崩れ、地滑

りなどが多発することが特色 といえる。

例 えば、長野県内の上水内(か みみのち)や 更級(さ らしな)、北安曇(き たあずみ)、新潟県で

は頚城(く び き)地 方なども同様の第三紀層地帯である。梅雨や台風の豪雨時、融雪時などが要

注意時なわけである。

外様平 は、東西1～1.5㎞ 、南北8km余 りの細長い 「く」の字形 をしている。ここに柳原、外様、

太田の旧三村があるわけだが、標高350m前 後 を保 っている。扇状地 が関田山脈山麓に多 く分布

しているため、隣の常盤平 に比べ、ゆるやかな凸凹が各所にみられ、それぞれ田に畑にと有効 に

利用 されてきた。
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外様平 と常盤平 を分けている長峰丘 陵をみると、南北約8kmの 長さをもつ小高い丘 で、紡錘型

をなして、最 も巾の広 いところが1km程 ある。頂上は最高で標高416m、 北へいく程 低 くなって

いる。盆地底部 より50～100m高 く、また遺跡が多 く分布 していることも特徴の一つである。

長峰の成因は摺曲によって盛 り上がった凸地で、背斜部に当たるという。地層の傾斜 をみると、

西側で60度 西傾斜、東側で20度 ～40度 東傾斜を示 し、地層の走向が北15度 ～20度 東 とされている。

この摺曲凸地 は、善光寺平 まで千曲川に沿って順 に、長峰、長丘丘 陵、豊野若槻 の丘、長野城

山等と続いており、地層 などが類似 していることか ら、一連の摺 曲活動によるもの といえそうだ。

地層は第四紀洪積世に堆積 した礫層、砂層、粘土層、火山岩屑等から成 り、地表には腐植物 を

含んだ黒土、そ して火山岩の風化 した赤褐色のローム層が認められている。長峰の西裾野 を北流

している広井川は、外様平の肥沃土壌を形成 したものであり、同平の主要水資源 としての役割が

大 きい。

また、同地は関田山脈越 えの富倉峠への分岐点 としての役割 を忘 れてはならない。善光寺平か ら

新潟県十 日町 に至る 『十日町街道 』が古来より開けている。飯 山盆地 に入 って様 々に枝道が分か

れているが、とくに城下町飯 山を経て、外様平の玄関口としての当地は中継地 という重要点であ

った。富倉峠越 えで運ばれて くる塩や魚等の海産物、長野からの内山紙、箕、菜種等物資の集積、

分散の機能 を果た していた。戦国時代には上杉謙信 がこの富倉峠を何回も通って長野 に入 ってき

たとい う。

気候

同地の気候の特色 をみると、冬季は関田山脈から吹 き降ろす北西季節風が強 く、積雪が多い。

また寒 さも厳 しい。夏季は日中と朝夕の温度差が大 きいことなど、内陸性盆地型気候 と裏 日本型

気候 を併わせもっている。
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第2節 歴 史 的環 境(第2図 ・第1表)

旧石器時代 柳原地区の人間の足跡は、古 く旧石器時代 に遡 る。鶴巻 ・城ケ端 ・針湖池で出土

した刃器や彫器がそれを物語る。これらは約1～2万 年程前のものである。

縄文時代 人々が煮炊 きのできるうつわ 「土器」を初めてもった縄文時代になると、人々の足

跡はより多 くより確実に認められる。城ケ端遺跡は昭和44年 に永峯光一氏 によって発掘 され、多

量の表裏縄文土器が、穀摺石・石鎌 とともにみつかった。 この土器は縄文時代初頭の草創期 におか

れる。当期の土器の多量出土は全国的にみても珍 しい。石器 を共伴 したことも草創期の文化 を考

える上で重要である。

続 く縄文早期の遺跡は今のところ針湖池でしか確認 されていないが、前期の遺跡は多い。代表

的なのは、昭和27年 に神田五六氏、飯山北高地歴部によって発掘 された有尾遺跡で、径7mの 円

形 プランをもつ竪穴住居跡1棟 と多量の土器 ・石器が出土 した。土器は半載竹管による施文が器

体の上半部 に三角形につけられるのを特徴 としており、縄文前期の標式土器 として有尾式 と命名

されている。

縄文中期 も遺跡は多い。代表的なのは須多峯遺跡で、昭和40・41・45年 と高橋桂氏によって発

掘 され、遺跡地北西部で多量の中期前葉の土器が出土 した。この土器は北陸方面、特 に新潟方面

の影響が強いと指摘 されている。千曲川や関田山脈を介 した新潟との強い交流 が想定で きる。

このように柳原地区では縄文中期までの遺跡は多 く確認 されているが、縄文後、晩期の遺跡は

今の ところみつかっていない。これについては、奥信濃の縄文時代の遺跡は、中期までは丘陵な

いし台地上 にあるが、後、晩期には瑞穂宮中 ・桑名川東原 ・西大滝 ・野沢温泉村東大滝など千曲

川にのぞむ段丘上に立地 を変えていることから、狩猟中心であった生活から、千曲川を遡上する
　 ユ

鮭 ・鱒 などを対象 とする魚携中心の生活に転換 したためだという指摘がある。

弥生時代 今 から2300年前、紀元前3世 紀、大陸から北九州に伝来 した新 しい文化 「稲作」は、

またたく間に西日本一帯に伝幡した。この稲作 を主たる生産手段 とする、現代 まで 日本文化の基

調となった文化の始まりが弥生時代である。

飯山に稲作が伝幡 したのは北九州 に遅れること約300年 、弥生時代中期中葉であった。

柳原 を含む外様平 は飯山では最も早 く稲作 を受け入 れた、弥生文化の中心地である。千曲川の

支流の広井川 ・皿川が形成 した湿潤低地 を臨む徴高地や長峰丘陵に、当北原遺跡を始め多 くの遺

跡が形成 されている。

弥生中期の代表的遺跡として当北原、鍛冶田遺跡があり、円形プランの竪穴住居跡 と、中野市

栗林遺跡出土土器 を標式とし、沈線文と縄文を特徴 とする栗林式土器が検出されている。
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第2図 周辺遺跡分布図(1 25000)
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弥生後期の代表的遺跡 として、城ケ端 ・須多峯遺跡がある。城ケ端遺跡では方形 プランの竪穴

住居跡 と、長野市箱清水遺跡出土土器 を標式例 とし、不連続な櫛描文 と赤色塗彩土器 を特徴 とす

る箱清水式土器が出土 している。須多峯遺跡では、稲作の共同作業を指揮 し、 自然神 に五穀豊穣

を祈る祭主=首 長の出現 を示す、鉄釧 ・ヒスイ勾玉などの貴重品を副葬 した方形周溝墓2基 がみ
注2

っかっている。

古墳時代 原則 として一人の最高首長 を葬るための巨大な墳丘 をもつ墓 「古墳」が造 られた時

代が古墳時代である。長峰丘陵は飯山市有数の古墳密集地である。その多 くは10m級 の小型円墳

だが、長峰丘陵北部の茶臼山1号 墳は径40mの 大円墳であり、同丘陵南端の有尾1号 墳 は長 さ37

mの 前方後円墳である。両墳の存在は外様平北部 と南部 に、両墳被葬者を頂点 とする地域集団が

成立 したことを想定させる。両墳の年代はこれまで古墳時代中期以降 と考えられていたが、有尾

1号 墳については、立地 と、その墳形が前方後方墳の疑いがあることから前期古墳の可能性が指
　 ヨ

摘 されている。

また注意 されるのは、今のところ長峰丘陵で確実な横穴式石室墳はみつかっていない。

古墳時代の集落は、飯山市全体 をみても確認 されたものは極 く少ない。ただし、多 くの古墳の

存在は、当期の集落の存在の証拠である。須多峯遺跡の弥生方形周溝墓の近 くで検出 された方形
　 　

プラン竪穴住居跡は、古墳時代前期 に編年される関東五領式期併行の柳町式土器を伴 う。有尾遺

跡は、古墳時代後半の鬼高期の土器が出土 している。

歴史時代 古墳時代に続 く飛鳥 ・奈良時代の遺跡は今の ところ飯山地方ではみつかっていない。

本当に無いとすれば、大 きな 問題である。

平安時代には再 び集落が数多く営まれる。代表的なものとして当北原 ・鍛冶田 ・別府原 ・有尾

・黄金石上遺跡 がある。特に鍛冶遺構 を検出 した当北原遺跡は、当地方の先進性 を示す とともに、

柳原の中心的村落であったことをうかがわせ る。又、鍛冶田遺跡の土砿墓の発見は、平安時代の
とこいわのまき

墓制を考 えるうえで重要である。この平安時代 における当地の発展の背景として、「常岩の牧」と
　 　

呼ばれ る官営牧場の設定が指摘 されている。

中世には当地に常岩氏 ・泉氏等の氏族 が居たことが記録に記 されているが、彼 らの拠点と推定

される山城や館跡が関田山脈東麓 に点々と残 されている。 しかしその具体相 については明らかで

なく、今後の研究課題の1つ である。

注1

注2

注3

注4

高橋桂 「柳原の古代文化」 『柳原村誌』昭和45年

高橋桂 「北信濃須多ケ峯弥生式墓墳調査略報」 『考古学i雑誌』51-3昭 和41年

同 「北信須多ケ峯遺跡出土の弥生式遺物について」 『考古学雑誌』52-3昭 和41年

松澤芳宏 「飯山 ・中野地方の前半期古墳文化 と提起する諸問題」『信濃』35-3昭 和58年

高橋桂 ・太田文雄 「北信須多ケ峯遺跡第二次発掘調査報告」『信濃』29-4昭 和52年
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注5飯 山市教育委員会 『長野県飯山市旭町遺跡群北原遺跡調査報告書』昭和55年

その他参考文献

長野県飯山北高等学校地歴部OB会 『遺跡分布調査報告1』 昭和52年

飯山市教育委員会 『長野県飯山市旭町遺跡群 鍛治田』昭和55年

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

遺 跡 名

原

原

川

社

寺

池

巻

峯

端

峯

屋

峯

窪

畑

上

群

尾

上

池

群

山

町

田

城

館

城

城

神

石

墳

沢

寺

韻

峯

府

田

湖

ケ

ケ

多

茶

者

子

古

裏

飯

冶

条

条

口

施

金

尾

二

聖

㎜

の

北

別

笹

布

法

針

鶴

鬼

城

須

お

長

長

林

黄

有

有

ガ

大

神

北

北

鍛

中

中

馬

山

時 代

縄文(前 ・中)、弥生(中)、 平安

縄文(中)、 古墳(後)、 平安

縄文(中)

平安

弥生(中 ・後)

旧石器、縄文(草 創 ・早 ・前)、弥生(中 ・後)、平安

旧石器、縄文(前)

弥生(後)、 平安

縄文(草 創 ・前)、弥生(中 ・後)

縄文(前 ・中)、弥生(中 ・後)、古墳(前)

弥生(中 ・後)

旧石器

縄文(早)、 弥生(中)

古墳(中)、 平安

平安

前方後円墳1(長 約37m)、 円墳2

縄文(前 ・中)、弥生(中 ・後)、古;墳(中 ・後)、平安

弥生(後)

縄文(前)

古墳状隆起4

縄文(前)

弥生(中)

縄文(早)、 弥生(中)、 平安、中世

中世

中世

中世

中世

発掘

○

○

○

○

○

○

○

○

第1表 周辺遺跡一覧(昭 和60年3月 現在)
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第II章 経 過

第1節 調査 に至 るまでの経過

昭和58年9月26日 、西部統合小学校(仮 称)建 設予定地が北原遺跡内である事が判明 したので

文化財専門委員会 を開催 し協議 した結果、記録保存を行な うために発掘調査 を実施する事 とし調

査会 を結成 して行 う事 になった。調査会のメンバーは調査会長に浦野教育長、副会長に武田教育

次長、理事 に佐藤政男氏をは じめとする6名 の文化財専門委員 と(仮 称)西 部小学校建設委員会

長の高柳保人氏を決めた。又、調査団長には飯山南高等学校教諭の高橋桂氏 に委嘱 し、調査 に教

育委員会の望月静雄が専従 した。

10月19日 、文化庁長官あて埋蔵文化財発掘通知 を提出する。

10月22日 、市役所において調査会及び調査団の結団式を行なう。会議において調査計画の細部

にわたって協議 を行ない発掘調査の日程 を10月23日 から11月25日 までとす る事等を決めた。また

作業員 については過去に経験のある地元柳原地区の方を15名程お願いする事 とし、作業責任者 を

大塚勇氏にお願い した。

10月22～23日 、調査準備 として器材はこび、杭打 ち、グリッ ト設定、地形測量、テント設営を

行なった。

10月23日 、午後3時 に発掘関係者が現場 に集合 して鍬入式を行ない発掘作業の安全 を祈 った後

第1日 目の作業 に入った。

11月24日 、この 日までに調査予定面積1000㎡ のうち実施 した面積は400㎡ であったが、開始の

時期が遅かった事 と雪降 り空を控 え悪天候 が続いたため作業が思いのほかはかどらず、 これ以上

続籍 離奮可欝 臨 羅 欝 賑婆鰍 羨羅 禦 なつた.

7月19日 文化財専門委員会において調査 メンバーを昨年通 りとする事 とした他、新たに調査

員に高沢秀徳、常盤井智行の2名 を委嘱 した。

7月22日 、朝 より調査準備 として器材の運搬、テン トの設営等 を行 ない、午後 より作業 を開始

した。

午後4時 より旭連絡所で発掘関係者が集合 して、開始式を行ない調査の細部打合せをした後、

全員で乾杯 をし、発掘調査の安全 と成功を祈った。
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飯山市旭町遺跡群北原遺跡調査会(組 織)

調査 会 名 簿(昭 和58・59年 度)

顧 問

会 長

副会長

理 事

事務局

小野沢静夫

浦野 昌夫

武田作之助

佐藤 政男

高橋 桂

上原 幸夫

吉沢菊之進

高柳 保人

小川 恵一

望月 静雄

(飯山市長)

(飯山市教育長)

(飯山市教育委員会教育次長)

(飯山市文化財専門委員)斎 藤 二六

(飯山市文化財専門委員)弓 削 春穏

(飯山市文化財専門委員)藤 沢 正平
昭和59年 度

(飯山市文化財専門委員)山 崎 盈

(泉台小学校建設委員会会長)

(飯山市教育委員会社会教育係長)

(飯山市教育委員会社会教育係)

昭和58年度

(飯山市文化財専門委員)

(飯山市文化財専門委員)

(飯山市文化財専門委員)
昭和59年度

(飯山市文化財専門委員)

(調査団)

団 長 高橋 桂(飯 山南高等学校教諭)

調査員 望月 静雄(飯 山市教育委員会)

高沢 秀徳(飯 山市瑞穂 ・昭和59年 度)

常盤井智行(飯 山市常盤 ・昭和59年 度)

(作業参加者)昭 和58・59年 度

大塚勇(作業員責任者)、 岸田義元、高柳唱、大塚ふ さ子、宮本君代、小島えつ、大塚富造、荒

井金子、丸山豊雄、丸山長子、岸田つね子、小沢菊江、宮本鈴子、岸田しず子(要 佐)、 岸田 しず

子(熊雄)、 鈴木 くに子、北川平吉、岸田かつ江、北川三枝、岸田みどり、岸田とい子、月岡あい

子、飯山北高等学校野球部、飯山市立柳原小学校(児 童約120名)、 上野松雄、宮沢邦彦、市川丹

.__.、高橋逸郎、丸山幸子、高山恒夫、今井吉春、岸田文彦(以 上、飯山市教育委員会事務局職員)

(協力者 ・機関)

清水一洋、小湊清彦、丸山豊雄(以 上、飯山市議会議員)、 南條区(昭和58年 阿部長年区長、

昭和59年 和田芳夫区長)、 笹川区(昭和58年 高柳保人区長、昭和59年 高橋金次区長)、上新

田区(昭和58年 中島村司区長、昭和59年 中島勤区長)、 飯山市公民館柳原分館(荒 井博美分館

長)、 井上慶成
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第2節 調査経過

昭和58年 度

発掘調査 は10月23日(日)より開始 した。当初は約30日 の予定で取組 んだが、奥信濃地方 にあって

は、すでに初雪の季節であり、常に中途で中止出来るような態勢で望まざるを得なかった。また、

58年 秋は異状降雨とも言 うべ き天候で、雨天の時が多 く、例年 ならばすでに終 了している稲刈 り

作業も大型コンバインが田地 に入れず、多くの水田は黄金色の稲穂が重たく垂 れていた。

グリッ ト設定は、昭和53年 度に県営圃場整備事業に先立って実施 した調査区に接 しているため、

同グリ ツトで設定す ることにした。 しか し、圃場整備事業時に設計した農道が設計変更 があった

ため・結果的 に若干前回のグリットと重複 ・誤差が生 じた。ただ方向1ヰ同一である。したがって、

グリット番号 も前回の グリット番号を踏襲せず新たに番号を付 した。

調査区は、学校建設予定地の西隅にあたる。昭和55年 の範囲確認調査 により、おお・よその分布

地区が判明 しており、昭和53年 の調査 と併わせて楕円形に拡がるものと考えられる。

調査 はA-1・2グ リットより着手 した。範囲確認分布調査時(昭 和55年)のNo.1・4調 査坑

の地点である。土師器片等の遺物が若干出土 したが、明確な遺構は確認できなかった。

10月27日 には、E-1・F-1グ リット調査 にお・いて、E・1グ リットより土拡 を検出する。

範囲確認分布調査において検出 したNo.8坑 出土の第1号 土砿である。

10月29日 、みぞれ混 りの風雨 となる。11月1日 より6日 までは天候 も落 ちつき順調 に進捗する。

B-1・C-1グ リッ トより土砿 ・柱穴群が密集 して検出。焼土 ・粘土を併 うようであり、鍛冶

炉の可能性 が考えられた。

11月9日 までにA・B・C・D・E・F-1グ リッ トお・よびA・B-1～6グ リットを確認面

まで掘 り下げ、遺構 を確認す る。

11月12日 より18日 までは、雨天の時が多く調査は難渋を極める。加えて、周囲の山々にまで降

っていた雪 が、18日 には平地にも降 り、調査地区でも数cmの 積雪が認め られた。

このため、 これ以上の調査区の拡張は無理 と判断 し、検出 した遺構のみ完掘す ることにした。

出土土器の記録、実測作業は11月24日 までかかり調査着手地区の遺構はすべて記録することがで

きた。

昭和58年 度分の調査は、約400㎡ を調査 し、実働25日 、延べ人員約230名 。検出 した主な遺構

は、掘立柱建築肚1、 土拡8、 井戸1、 柱穴多数である。

昭和59年 度

調査 は、7月22日(日)よ り再開された。天幕設営、調査区の草刈 り等 を行な う。昨年度の調査区よ
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調査実施地区

遺跡推定範囲

羅 箋鑛 泉台小学腱 設予定地

第3図 調 査 区(12000)

11



第4図 グ リ ッ ト設 定 図(1:1000)

りそれぞれ東 ・北へ拡張す る

こととする。7月28日 には市

立柳原小学校児童約120名 が

体験学習として発掘 に参加す

る。

7月31日 ㈹、B・C-7グ

リットよ り弥生中期の甕等ま

とまって出土。弥生時代の遺

構の存在 を推測する。

8月1日 には、表土が厚 く

人力では無理 と判断 し、約15

～20C皿を重機によって剥土す

る。

8月10日 までに、A～D-

1～6グ リットを皿層上面ま

で掘 り下げたが、比較的遺構

の検出は少なかった。弥生中

期の土器片がまとまって出土

した地区は、弥生Loc1と 仮

称 していたが、皿層上面にお

いて五本の柱穴が確認 され、

P4に おいて赤色塗彩の椀が出

土 したことから該時期の所産 と考えられ、炉 は確認 されなかったが住居肚 と判断 した。

8月17日 までは作業を休み、18日 より再開した。E～G-2～4グ リットを精力的に調査 し、

土砿 ・柱穴等検出 した。F-4グ リットでは井戸肚を検出し、底部付近より柄状 の木製品が出土

した。 また、その付近の土砿 より弥生期の小形壷が出土 した。 また、G・H-1・2グ リットに

おいて検出された小 ピットは掘立柱建築吐 となることが判明 した。

なお・、調査が終了近 くなって、統小建設予定地が、南へ約9m拡 がることになり、急遽拡張す

ることにした(A～D一 イ ・ロ)。遺跡の範囲予測からすれば、中心地 となる部分である。予測通

り、鍛冶炉 と思われる土拡等比較的密集 して出土 した。この拡張区の調査のために若干調査予定

を延長 して、9月7日 に全部終了 した。

2年 間に亘 る調査によって、また、昭和53年 度の調査 によって、北原遺跡のほぼ全容 を明らか
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に し得 た 。

第3節 層 序

旭町遺跡群北原遺跡の標準層序は第5図 の とおりである。

遺跡は、大局的には笹川扇状地の扇端面に立地 し、南北両側は凹0

地が形成され湿 田状 の水田となっている。すなわち、西側 山地か ら

供給 された堆積物 により、旧地形の凹地に厚 く堆 積 したものであり、

やや軟弱 な粘性土を主体 とし、砂質土を互層状 にはさむ地盤 により

構成 されている。以下に説明を加える。

1層 耕作土。耕作によってパサパサ している。

H層 黒色土である。粘着性がありしまりは良い。

2m皿層 黄褐色粘土質層である
。いわゆるローム層に似るが、砂質

粘土 を含み粘着性 がある。

IV層 黄白色粘土層である。皿層 に似 るが、小 礫 を含む。 第
5図

V層 褐 色粘土質層である。皿、IV層 に比べ褐色味 が強い。粘着

性があり、 しまりも良い。

VI層 黄白色粘土層である。全体的に白っぽい色調を呈す。

W層 褐 色粘土層。部分的に存在するようで、層厚 も最大10c皿と薄 い。

V皿層 青白色粘土層。粘土質シル トである。

層 序(1:40)

遺物包含層はII層 中に検出 される。縄文～平安時代において、生活面はさ程変化 ないようであ

るが、第6号 掘立柱建築肚のセクシ ョンでは、掘 り込みが1層 との接点で認められた。 したがっ

て、平安時代の生活面(旧 地表)は 現地表面より15～25cm下 位に求め られる。ただ、調査にお・い

ては、遺物が集中的に出土 しない限 り黒色土中における落ち込みは確認で きないため、皿層上面

において確認 ・検出せ ざるを得なかった。
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第6図 遺構全体図(1:300)
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第皿章 遺 構

JSK1

第1節 縄文時代の遺構

縄文時代 に該当する遺構は、調査地

区の北端部分で検出された土拡2基 の

みである。土拡周辺 に検出 されたピッ

ト群の___.部もあるいは縄文期の可能性

がある。

第1号 土it(第7図 ・JSK1)

B-7グ リットに表出した。120×

75cmの 長方形 を呈 し、深 さ概ね20c皿で

ボー ト形底部をもっ。土城周辺より縄

文土器片が出土 しているため本節 に含

めた。

第2号 土拡(第7図 ・JSK2)

B・C-7・8の4グ リッ トにまた

がる弥生第1号 住居吐 のす ぐ北側 に位

置する。200×70cmの いわゆるサメ形

を呈 している。狭い部分が15cm、 胸 に

当たる部分の上部 から縄 文土器底部片

が出土 している。

(層位説明)
1層 黒褐色土
2層 暗褐色土

JSK2

YSK1

第2節 弥生時代の遺構

第1号 住居趾(第8図)

発掘調査区で最も整 った形の弥生土

器片(第23図 及び写真図版9)が 沢山

出土 した遺構である。B-7、C-7 第7図 縄文 ・弥生時代の土拡(140)
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第8図 弥生時代第1号 住居趾(160)

B-6の 三 区 に ま た が る五 角 形 を成 して い る。 柱 の 跡 と思 わ れ る穴 の 間 隔 が北 か ら東 へ 順 に200、

200、150、175、200cmと な っ て お・り、深 さ30～60cmあ る。 直 径 が19～37cmで あ る。 基 盤 の黄 褐 色 土 か

ら20～30cmの 高 さ に お い て 数 多 くの弥 生 土 器 片 を回 収 した 。

床 面 、 炉 は 明確 で な か っ た が、 柱 穴 の配 置 か らみ て住 居 肚 と考 え て よ い で あ ろ う。

第1.号 土 拡(第7図 ・YSK1)
e

F-4グ リ ッ ト、 第5号 井 戸吐 の 南 側 に 隣接 して い る。155×105c皿 の 平 面 卵形 、 深 さ27cmで 底

部 は ほ ぼ 平 で あ る。 当土 砿 か ら小 形 壼(第23図14・ 写 真 図 版9-25)が1個 体 お・お む ね完 全 な姿

で 出 土 した 。
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第3節 平安時代の遺構

1土 拡

第43号 土 拡(第9図 ・SK43)

D-1、E-1グ リ ッ トに ま た が っ て お り、 対 角 線 が115×120cmの 楕 円 形 、深 さ が25～28cmと

一 方 が 深 い
。 土 器14点 出 土 して い る。 昭 和56年 に実 施 した範 囲確 認 調 査 で 、 確 認 して お り、確 認

面 に お い て 略 完 形 土 師 器 圷 形 土 器 を検 出 して い る。

第44号 土 拡(第9図 ・SK44)

C-1グ リ ッ トに表 出 した大 小 の 長 方 形 ピ ッ トが二 つ 重 な り、 さ ら に タ ン コ ブ が く っっ い た よ

うな形 の もの で あ る。小 さ い長 方 形 の も の が第47号 土 拡 、 さ らに タ ン コ ブ状 が第52号 土 拡 だ 。

第44号 土 拡 は220×100cmの 長 方 形 を示 し、 最 も深 い と こ ろで63cm、 中 底 で50cmと な っ て い る。

小 長 方 型 の 第47号 土 砿 は100×106cmと 上 縁 部 が 第44号 土 砿 とつ な が っ て い る。 さ ら に第52号 土

拡70×40cmの 小 ピ ッ トで あ る。 当 土 砿 は 最 も 多 くの土 器 が出 土 した 。

第45号 土 拡(第9図 ・SK45)

C-1グ リ ッ ト、 第44号 土 拡 の す ぐ南側 に あ る。83×60cmの 楕 円形 、 深 さ13cmで 上 部 に お・い て

鉄 製 品 が 出土 して い る。

第46号 土 拡(第9図 ・SK46)

C-1グ リ ッ トに あ り第45号 土 拡 の 東 隣 が そ の位 置 で あ る。 隅 丸長 方 形 を示 し北 側 半 分 が深 く

(25cm)浅 い 南 側 半 分 は10cmの 深 さ。110×67cmの 大 き さ を も ち、 底 部6～8cmの 厚 さ で焼 土 が出

た こ と が特 色 で あ る。 土 器 も焼 土 上 あ る い は焼 土 中 か ら10点 以 上 表 出 さ れ て い る。

第47号 土 拡(第44号 土 拡 の 項 参 照)

第48号 土 拡(第9図 ・SK48)

D-1グ リ ッ トに位 置 す る。65×60cmの ほ ぼ 円形 で深 さ17cm、 土 器7点 ほ ど出土 し た。

第49号 土 拡(第9図 ・SK49)

D-1グ リ ッ トに あ り第48号 土 拡 の 西 側 に位 置 す る。110×105c皿 の 隅 丸 台 形 、 底 部 には46×43

c皿の 拡 が あ っ て、 そ こ か ら集 中的 に土 器 が出 て い る。 ま た直 径20cmの ピ ッ トが付 随 して 、 土 器1

片 が 出 て い る。

第50号 土 拡(第9図 ・SK50)

C-2グ リ ッ ト、 そ の 両 隣 には 掘 立 吐(第18図 参 照)が あ り、 当tryか ら土 器 数 十 点 が 出 土 して

い る。130×165cmの 長 方 形 を示 し、 深 さ25cmの 底 部 には 粘 土 が2カ 所 あ っ た 。 今 回 調 査 で 表 出 し
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第9図 第43・45・46・48・49・50号 土 拡(1:40)
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第10図 第44・47・52号 土砿(1:40)
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た遺 構 中3番 目 に大 きい遺 構 で あ る。

第51号 土拡(第11図 ・SK51)

C-2、 第50号 土 砿 の 東 隣 に位 置 す る。 そ の 南側 に は ロ ー ム マ ウ ン ドが検 出 され て い る。100×

115cmの 楕 円 形 、 土 器 は少 な く7片 の 出 土 だ っ た 。 深 さ が17cm。

第52号 土拡(第44号 土 拡 の 項 参 照)

第53号 土砿(第11図 ・SK53)

cロ に位 置 す る が 、C一 イ に一 部 か か る。110×120cmの 概 ね 円形 で あ る。 深 さ57cmあ る。 当

土 砿 も土 器 が集 中 的 に 出 土 した 。

第54号 土 拡(第11図 ・SK54)

A一 ロ 、75×74cmの や や長 方形 を示 し、深 さ6cmの きわ め て 浅 い もの で あ る。 底 部 よ り20cm高

い所 か ら土 器 が 出 て い る。

第55号 土 拡(第11図 ・SK55)

A一 ロ 、 第54号 土 砿 の東 隣 に あ る。 くず れ た 円 形 を示 し、70×67cmで 、 表 出 した 土ylla中で は 中

型 で あ る。 深 さ16cmあ り、底 か ら21cm高 い場 所 か ら鉄 製 品 が出 て い る。

第56号 土拡(第11図 ・SK56)

D一 ロ に位 置 し、 羽 口 や鉄 津 が 多 く出土 し た遺 構 の南 隣 に あ る も の の 出 土 遺 物 な し。125×102

cmの ゆ が ん だ 円 形 、 深 さ12cmと 、 大 きい割 合 に浅 い土 砿 だ っ た 。

第57号 土拡(第11図 ・SK57)

B一 ロ、35×37cmの ほ ぼ 方 形 で粘 土 と小 さ い石 が上 部 に あ り、石 の 周 辺 に土 器 が3片 出 土 した。

深 さ37cmと な って い る。

第58号 土 拡(第11図 ・SK58)

C一 イ に あ って86×76cmの 大 き さで 、底 部 が ほ ぼ 円形 だ 。 土 器2片 出 土 した 。

第59号 土 拡(第11図 ・SK59)

C一 イ、 第58号 土 砿 の 西 隣 に あ る。237×123cmの 長 楕 円 の 変 形 で あ る。 表 出 した 土 砿 中 で2番

目 の 大 き さだ が 、 土 器 その他 遺 物 の 出土 は な し。 深 さ28c皿 と な っ て い る。

第60号 土 砿(第12図)

D一 イ、63×57cmの 大 き さで 底 部 の が深 く掘 り込 ま れ て い る。 最 も深 い所 で41cm、 中 段 底 で23

cmあ る。 当土 拡 に お い て 羽 口、 鉄 津 、 土 器 な ど が灰 色 粘 土 に 混 って 沢 山発 見 さ れ、 最 も興 味 を 引

い た土 拡 で あ る。 す ぐ北 隣 には 焼 土 の小 山 が あ っ た りで、 後 述 す る竪 穴 遺 構 と と も に調 査 に一 番

気 を遣 っ た もの で あ る。

第61号 土 拡(第13図 ・SK61)

A一 イ とB一 イ に半 分 ず つ また が っ て お り、137×97cmの 長 方 形 の 大 き さで 土 ・器5片 み つ か
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第11図 第51・53・54・55・56・57・58・59号 土 坑(1:40)
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第12図 第60号 土拡(鍛 冶炉)(120)
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第13図 第61・62・63・65・66・67・68号 土 拡(1:40)
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ド

っ て い る 。深 さ が 最深 部 で10cmと 浅 い 。

第62号 土 砿(第13図 ・SK62)

B一 イ に あ っ て ほ ぼ 長 方 形 を呈 して い る。 大 き さ80×97c皿 で 深 さ20cm程 の も の で あ る。出 土 遺

物 は な し。

第63号 土 拡(第13図 ・SK63)

C一 イ に位 置 す る。120×108c皿 、 半 月 よ りや や ふ く らん だ形 で北 壁 側 の 底 部 に円 形 で 深 さ35cm

お ち込 み あ り。 中底13c皿 位 の 深 さ で あ る。 土 器1片 出土 して い る。

第64号 土 拡(竪 穴 遺 構…、 第14・15図 参 照)

E-2とF-2に またがり今回表出した土拡中最 も大 きな土拡である。出土遺物 も土器、鉄製

品など多量 に発見 され、一番興味がひかれた土砿でもある。最も広い所で約600cm、 狭い所で230

cmあ る。深さがほぼ30cm強 で内側 も複雑形状 を呈 している。

SK64

第14図 第64号 土拡遺物分布図(1:50)
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SK64

1黒 褐色土(砂 粒状 の黄褐色 粘土

粒 を含 み、,所々 黄褐色粘土粒 を多

量 に含 み黄色 味が強い所 く1ノ〉あり)

2黒 褐色土(1よ り黒味 が強 く、

黄褐色粘土粒 を含 まない)

3黒 灰色土 ・黄褐色 粘土混土(粘

性 が強 くカ・た く締 って いる。 中に

茶褐色粒や赤褐色丸石 を含 む)

4黒 灰色 シル ト(所 々細 かい黄褐

色粘土粒 や茶褐色粒 、赤褐色粒 を

小量含 む。2よ りやわ らかい)

第15図 第64号 土拡(150)

25



第65号 土 ±広(第13図 ・SK65)

D-2とE-2の 線 上 に位 置 す る。80×97cmの 大 き さで あ る。 中 段 部 分 は10cm足 らず の 深 さ だ

が 、100cm強 の 深 さ を も ち、底 部 は 長 方 形 を呈 して い る。 井 戸 を除 く深 さ に お い て は 今 回 の 土 拡 中

五 指 に入 る深 さ を示 して い る。 出 土 遺 物 は な し。

第66号 土拡(第13図 ・SK66)

E-2とF-2に ま た が る。 竪 穴 遺 構 の南 隣 に位 置 す る。97×78cmの 大 き さ。 や は り中段 部 分

はIOcm強 と あ ま り深 く な い も の の 、 最 深 部 が90cmに 達 し底 部 は 長 方 形 を呈 して い るの が持 色 だ。

出 土 遺 物 は な し。

第67号 土 拡(第13図 ・SK67)

G-1、 後 述 す る掘 立 柱 建 築 肚 の 南 隣 に位 置 す る。70×110cmの 大 き さ。底 部 が長 方 形 で135cmの

深 さ を記 録 して い る。 出 土 遺 物 な し。

第68号 土 拡(第13図 ・SK68)

H-1に 位 置 す る。47×95cmの 大 きさ で や は り底 部 は長 方 形 を示 し、 深 さ が107cmあ る。出 土 遺

物 が な い。

2井 戸 趾

第3号 井戸趾(第16図 ・SE3)

A-6グ リッ トに位置 し、今回の調査では最 も多く遺物が出土 した井戸吐である。 その東隣 に

は弥生期第1号 住居肚、そして第7号 掘立柱建築吐がみられる。規模は260×250cmの 大 きさで、

歪んだ円形 を示す。深 さは185cmあ るが、上部90cm位 の厚さの中から全出土土器が表出されてい

る。

第4号 井戸趾(第16図 ・SE4)

A-7とA-8グ リットに位置 し、第3号 井戸肚 と隣接 して発見 されたもの。155×140cmの 不

完全な円形で、深 さ75cmで ある。覆土は黄褐色粘土質層が混 じっており、掘ってす ぐに埋めた痕

跡が窺 える。昭和53年 の調査で確認 された二棟が第3・4号 井戸吐の直 く・西隣 りにあることがわ

かる。

第5号 井戸趾(第17図 ・SE5)

F-4グ リッ トに位置する。南側には多くの遺物を出土 させた第64号 土拡がある。180×170cm

のほぼ円形を示す。深 さ206cmあ って、底部から木製品が数点出土 した。今回の調査で表出した3

基の井戸肚並びに第65～68号 土i広について、いずれも発掘基礎地盤から120～130cm辺 りより地下

水が相当量滲 み出てきたことを考えると、当地の地下水位 がかなり高いといえそうだ。
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S

黒褐色土 ・黄褐色粘土
の混土層

348,00m

第16図 第3・4号 井 戸 趾(1:40)
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SE5

/

黄褐色粘土層
/

褐色土層
34750

砂質粘土層

燈褐色土層

3410 青白色 シル ト層

第17図 第5号 井戸趾(140)

3掘 立柱建築趾

第6号 掘 立 柱 建 築 趾(第18図)

A-1・2とB-1・2の4グ リ ッ トに ま た が っ て お り、東 西 に長 方 形 に存 在 して い る。 対 象

ピ ッ トが東 西 に4本 、 南 北 に3本 連 な っ て い る。 深 さは13cmか ら最 も深 い も の で55cmあ っ た 。 東

北350cm、 南 北270c皿 で あ る。

第7号 掘 立 柱建 築 趾(第19図)

B-7・8とC-7・8の4グ リッ トに位 置 して い る。9本 の柱 吐 が あ り、 最 も北 側 の ピ ッ ト

よ り土 器 片 が 出土 して い る。9本 の うち7本 の ピ ッ トは二 段 底 の構 築 が認 め られ る 。4角 の うち

深 さ40c皿 が3本 、45cmが1本 と な っ て い る。他 の5本 の ピ ッ トは それ よ り浅 く15～30cmの 間 で あ

る。 東 西330cm、 南北320cmの ほ ぼ正 方 形 だ。
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第18図 第6号 掘立柱建築趾(1:60)
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第19図 第7号 掘立柱理築趾(160)
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第20図 第8号 掘立柱建築趾(1:60)

31



第21図 第9号 掘立柱建築趾(1:60)
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第8号 掘 立 柱 建 築 趾(第20図)

G-1・2とH-1・2の4グ リ ッ トに あ り、 この肚 も東 西 に長 方 形 に な っ て い る。 吐 が 東 西

に5本 ず つ 並 列 して い る 。深 さ をみ る と25～35c皿 の 間 で あ る。 発 掘 地 内 で 最 も東 側 に 位 置 して い

る 。 東 西 に560c皿 、 南 北 に300cmあ っ た。

第9号 掘 立 柱 建 築 趾(第21図)

C-1・ イ とD-1・ イ の4グ リ ッ トに ま たが っ て い る。 東 西400c皿 、 南 北450cmと 概 ね設 定 し

た 。 ブ イ ゴ羽 口 、鉄 津 、 土 器 片 等 を 多量 に出 土 した 第60号 土 拡 は、 この建 築 吐 内 に存 在 す る。

No,

6

7

8

9

棟方向

WE

WE

NS

規 模

桁行×梁行(間)

3×2

2×2

4×1

3×2

柱間寸法(m)

桁行

3.5

梁行

2.7

2'一 一2.2

3.7

4.2

1.9

2.4

柱 間 隔(m)

桁 行

1.1～1.2

梁 行

1.1～1.4

1～1.2

0.9

1.1～1.8

1.9

1～1.4

第2表 掘立柱建築趾計測表
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第IV章 出土遺物

第1節 縄文時代の遺物

該期に属す る遺構 は、土拡 が2基 検出されたものの、第2号 土拡 より1点(第22図18)出 土 し

た以外、主にA・B-6・7・8グ リット付近より散在的 に出土 したものである。以下 に簡単 に

説明を加えたい。

第1群 土器(第22図1)

器面全体 に孤線 と直線の組合 わせによる沈線文を施 した土器である。竹管状工具 を強 く器面に

押 し当て数条の密接する沈線 を描いている。焼成は良好で堅緻に仕上っている。色調は茶褐色 を

呈する。本群土器は三枚原遺跡出土第12群 土器や扇平遺跡出土皿類土器に類例 があり、時期的に

は前期最終末に置かれるであろう。

第2群 土器(第22図2・3)

中期初頭 に置かれる土器である。2は 口縁部破片で、口唇部は渦巻状の隆帯が貼付 される。器

表面 には棒状工具による沈線 が施 される。色調は黒褐色 を呈 し、胎土 には、雲母、小石等含まれ

る。3は 屈曲部が2段 となる器形 を呈すものであろう。頸部以下は結節S字 状文が垂下する。本

例は梨久保遺跡に類例がある。

第3群 土器(第22図4・5・8)

中期中葉の土器である。4・5は 縄文を地文 とし、隆帯 によって区画される。8は 横走する隆

帯 に刻み目が施 される。4・5は ともに褐色 を呈 し、8は 黄褐色、胎土、焼成 とも良好である。

勝坂様式 に比定 される。

第4群 土器(第22図6・7・9～19)

中期後半の土器 を一括 した。文様区画を沈線で行ない、地文が縄文のものが大部分を占める。

10は 口縁部でやや内湾する。19は 波状口縁を有する深鉢形土器で、縄文 を地文とす るが、口縁部

および口縁か ら胴部にかけて祖いナデにより文様区画を意図 している。18は 底部で、網代痕を有

す るが胎土 ・焼成 ともに不良で詳細は不明である。なお・、11、12は 後期に属するものと思われる。

11は沈線間を磨消 し、12は 無文土器で、隆帯が横走する。

以上、断片的であるが本遺跡で縄文時代の痕跡が認められた。出土地区は調査地区の北側 に集

中 してお り、南側ではほとんど出土 していないことから縄文時代の生活地 は北側の谷状地 に臨む
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■

微高地の小範囲に占居 していたものと推測 される。

第22図 縄文時代の遺物(1:

35
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第2節 弥生時代の遺物

1土 器(第23図)

弥生時代の土器は、第1号 竪穴住居吐 およびその周辺からまとまって出土 したほか、第1号 土

砿(YSK1)やA-3、H-4グ リットなど調査区東北部 より散在的 に出土 している。総量 は

コンテナー・箱 に満たない。

壺 ・甕 ・鉢 ・高杯 ・小型壺などがある。図示 したものの他は小片である。

壺(1～5)1はi頸 部片、外面はハケののちヘラミガキ、内面はナデ、淡茶褐色 を呈す る。

2・3も 頸部片で、外面は縄文 を地文とし、ヘラ描直線文 ・波状文 を加 える。内面はナデ、漆褐

色 を呈する。4は 胴部中央部片で、外面は縄文を地文 とし、上部にヘラ描直線文を加 え、下の直

線文間にヘラ刻み目をめ ぐらす。下部はヘラ描波状文を加え、中位波状文間は縄文を磨消す。波

状文より下はハケのの ちヘラミガキ。内面はナデ。明るい褐色を呈する。5は 胴部下半部で、図

示 した部分はほぼ完形。外面はハケの後胴中央よりやや下位 にヘラ描波状文 を3条 めぐらし、そ

の上部 に竹管文を加 える。内面はハケ。底部中央 を焼成後 に穿孔 している。茶褐色 を呈する。

甕(6～8)甕 はいずれも、外反する短 い口縁部 と肩の張 らない直線的な胴部 を基本形とす

る。8は 底部 を欠 く以外ほぼ完形、6・7は 小片。いずれも外面頸部 に櫛描平行線文を一条 めぐ

らす。7・8は さらに頸部櫛描文 と同一の原体で胴部に斜線 を加える。いずれも口縁端部は端面

をなし、6・7は 端面 に縄文 をめぐらす。内面口縁部近 くはナデ、以下はハケを施 した後、部分

的 にナデを加 える。6・7は 暗茶褐色、8は 淡褐色 を呈する。

鉢(9)内 ・外面 とも赤彩 されている。竪穴住居肚の東南柱穴内出土、60%残 存。内外面と

も丁寧な磨 き。口縁端外側 に小突起 をもつ。

高圷(10・12)い ずれも赤彩 されている。10は 「S」 字状 に屈曲する口縁部 をもつもので高

杯としては小型の部類である。内外面とも丁寧に磨いている。12は 脚部で、大型品である。脚上

端部 に、中央 にヘ ラ描直線をおく低い突帯状隆起をめぐらせ、その下に3ケ 所ヘラ描縦線を加 え

る。

小形壺(14)F4地 区小土拡YSK1か らほぼ完形で単独出土 した。頸部 と胴部中央 に一一条

のヘ ラ描直線文をめぐらせ、肩部にはヘ ラ描縦線3～5本 を一単位 としたものを3ケ 所 に配 し、

胴部下半は5ケ 所の 「コ」の字重ね文を配す る。淡褐色 を呈する。

蓋(13)表 裏両面 とも赤色塗彩され、焼成前の小孔がある。

古墳時代の土器(11・13)出 土数が図示 した2点 のみのため便宜上当節に含めた。11は 台付
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第23図 弥 生 時 代 の 土 器(1:4)

1・4～9・12:1号 住 居 吐 、2:A-3、3:C-5、10:H-4、11:A-6、13:SK

57:YSK1,15:B-4
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鉢ない し高圷の脚部、15は 高杯の脚部。両者とも外面は丁寧なヘ ラミガキ。11は 淡褐色、13は 赤

榿色 を呈する。和泉期頃の ものか。

小結 以上の弥生土器の年代は、ヘ ラ描沈線文 と縄文との併用、壷4・5の ヘラ描波状文の形

態、小型壺14の 「コ」の字重ね文 ・甕 の形態などの諸点が、北信濃の弥生中期後半の標式である
　 ユ

中野市栗林遺跡出土土器に類似することから、弥生時代中期後半の土器群 と考えられる。

さらにくわしくみてみよう。飯山地方の弥生中期後半の土器編年は、小境(栗 林1式 、中期中

　 　

葉)→ 鍛冶田D(栗 林ll式 、中期後葉)→ 鍛冶田C(百 瀬式、中期末)に 編年 されている。今 こ

の編年に当遺跡の弥生土器の うちでも一括性の高い竪穴住居出土品を対応 してみれば、壺におい

て頸部が無文の1や 縄文を地文 としない5な ど百瀬式に降 る要素をもちつつも・甕 において百瀬

式 にすでに出現 し後期 に盛行す る不連続な櫛描波状文(中 部高地型櫛描文)が 認められない点な

ど新旧両要素をもつ、この新旧二要素をもつ ことは鍛冶田D地 点出土土器 と等 しい。 したがって

当竪穴住居出土土器を栗林ll式(鍛 治田D)に 比定 しておきたい。

なお、10の 高杯は弥生中期には類例 がなく須多峯遺跡方形周溝墓出土品に類例がある。

注1桐 原健 「栗林式土器の再検討」 『考古学雑誌』49;3昭 和38年

注2飯 山市教育委員会 『長野県飯 山市旭町遺跡群鍛冶田』昭和55年

注3高 橋桂 「北信濃須多ケ峯弥生式墓墳調査略報」 『考古学雑誌』51-3昭 和41年

2石 器(第24図 、 図 版11-34)

1～3は 打製石器で、2・3は 弥生第1号 住居吐、1は その南隣C-6グ リットより出土、1

の裏面は第1次 剥離面をそのまま残 し、上肩部は一部磨滅 している。木柄 を装着 した痕か。安山

岩製。2は 両面とも加工 している。粘板岩製。3の 裏面は原石の表皮 をそのまま残す。安山岩製。

なお第1号 住居吐 からは、数群 に分かれて、30片 程の剥片が出土 している。剥片の石材は2・

3に 等 しい。

4は 凹み石で、両面中央 と側面を使用す る。H-4出 土。砂岩製。

5は 棒状 の敲石である。両端部側面を使用 し、下端部側面の使用中に折損 したため廃棄された

のだろ う。弥生住居吐 出土安山岩製。

図版11-34は 敲石 と台石で、敲石はH一一2グ リッ ト、 台石は弥生竪穴住居中央から出土。敲石

は先端部のみ使用。安山岩製。台石は上面中央 に打痕がある。安山岩製。

38



第24図 石 器(1:2)
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第2節 平安時代の遺物

1土 器(第25～27図)

平安時代の土器は調査地全域から出土 しているが、特 に調査地南部の土拡群 から集中 して出土

している。土師器 ・須恵器があり、灰粕等の施粕陶器は無い。

A土 師器(第25図1～16、 第26図17～24)

士不・甕 ・鉢 などがある。

圷(1～6)図 示 したものはいずれも内面黒色土器である。直径17.4cmの 大形品(1)と 直

径15cm以 下の小形品(3～6)が ある。

底部調整法にa～bの3種 がある。aは 手 もちヘラケズ リを行 うもの(3)、bは ロクロケズ リ

を行 うもの(2・4)、cは ロクロ糸切 り痕 をそのまま残す もの(1)で ある。前回調査時の検討

でa・bが 古 くcが 新 しい手法 とされているが、前回、今回 とも、3者 が同一遺構 に共存する。

ちなみにSK64出 土品の比率をみれば、aが6、bが5、cが2個 体である。

いずれも胎土に砂 を含まず、淡茶褐色 を呈する。

なお、同形態同手法だが内面黒色処理がなされない杯も、図示 してないが、少量 ある。

甕(第25図7～16、 第26図17・18・23・24)甕 は形態から大きくA・B2タ イプに分かれる。

Aタ イプ(7～13)は 頸の屈曲が弱 く、肩があまり張 らないもので、口縁蔀が素直に終 るもの

(7)、端部 が若干外方に肥厚するもの(8～10)、 中央で段 をもつもの(11～13)が ある。外面の

調整は口縁部から肩部は横ナデ、以下は縦ヘラケズリ、内面の調整は横 ナデないし横ノ・ケである。

淡褐色系統が一般的である。

Bタ イプ(14～18)は 頸の屈曲が強 く、肩の張 りがAよ り強い。口縁端部が内側 に折 り返 され

る。直径30cmの 大型品(18)を 含む。外面の調整は基本的 にAタ イプに等 しいと考 えられるが、

1点 のみ(16)平 行 タタキのものがある。内面の調整は横ナデないしハケ。淡褐色系統 が一般的

だが、16は 赤褐色 とやや異 なる。

Aタ イプ対Bタ イプの比率は、SK44・47・50・64出 土品で数 えると、A約13:B約9で ある。

23・24は 甕底部で、23は 外面に平行 タタキがあり、色も赤褐色で16に よく似ている。

なお、肩部 に 「×」の線刻をしたものが1点 ある。

鉢(19～22)小 型の甕形 を呈 し、ロクロ成形 されているものを鉢 とした。内外面 とも基本的

な調整はロクロナデであるが、20は 底部外面 にケズリを加えている。19は 底部 にロクロ糸切 り痕

が残 る。いずれも胎土に砂粒 を含まず、色調は茶褐色系である。
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1～6・13・

10:SK52,

第25図 平 安 時 代 の 土 器1

14:SK43,7SK53,
・C-2 、16.C-115

(14)

8:SK56、9・11・12:C-1、

SK43・SK55・C一 ロ
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B須 恵器(第26図25～38、 第27図39～47)

圷 ・蓋 ・壷 ・甕などがある。

圷(25～36)杯 は高台をもたないAと 、高台をもっBの2タ イプに分かれる。

Aタ イプはSK44・47・50・64出 土品で数 えると20点余 りであるが、深い形態で灰色の(32)、

ややいびつで灰色の(33)以 外は、25～31の タイプの ものである。25～31は 概 して焼成が悪 く軟

質で、褐色か ら灰白色 を呈 し、内 ・外面 ともロクロナデで、底部外面にロクロ糸切 り痕 を残す。

31に は墨書 「大」がある。

Bタ イプは図示 した3点(34～36)の みである。34は 高台が底部外端より内側 に付 く古い形態

のものである。硬質で青灰色 を呈する。35・36は 高台が底部外端に付 く。35は 灰紬陶器の形態 に

よく似ている。底部外面にロクロ糸切 り痕が残る。底部外面中央にヘラ記号 「1」 がある。軟質

で灰 白色 を呈する。

蓋(37・38)蓋 は図示 した2個 体のみである。いずれもつまみが付 くと思われる。37は 硬質

で灰色。38は 軟質で灰 白色。38の 天井部はロクロケズ リが施 されている。

壺(39～44)壺 は図示 したものでほぼすべてである。広口壺(39・40)、 小壺(42)、 肩 に

一条の突帯 と4ケ 所の方形突起が付 く所謂四耳壺(41)な どがある。いずれも硬質で灰色～暗灰

色 を呈する。

甕(45～47)甕 は図示 したものの他は体部片である。45～47は 異個体だが同一形態の ものと

思われる。大 きく広い口頸部 と肩部 にめぐる一条の突帯が形態的な、外面の細かい平行 タタキが

技法的な特徴で、所謂四耳壺 と呼ばれるものである。硬質で、断面が赤紫色、表面 が暗灰色 を呈

する。

C小 結

以上の平安時代の土器群は、前回調査出土品と基本的に同じものであり、前回調査出土品同様

9世 紀後半～10世 紀代の年代が与えられる。
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第26図 平 安 時 代 の 土 器2(1:4)

17～24:土 師 器 。25～38:須 恵 器

17.20.28:SK53,18.21.22.25-27.31.32.35:SK43,

19:弥 生 住 居 肚 、23:第7号 掘 立 柱 建 築 吐P1、29:SK48、

30:C1、33:E2、34・37:SK45、36:SK55、38:SK47
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第27図 平 安 時 代 の 土 器3(1:4)

39:SK47、40:H2、41:C2、42・43:SK43、44:SK46、

45:SK57・SK60・Aロ 、46:Aロ 、47:SK46・47
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2そ の他 の遺物(第28図 ～30図)

そ の他 平 安 時 代 の遺 物 と して 、 ブ イ ゴ 羽 口 ・鉄 津 ・鉄 製 品 ・木 製 品 ・石 製 品 が あ る 。

Aフ イ ゴ 羽 ロ(第28図1～8)

ブ イ ゴ 羽 口 は 、図示 し た8片 が す べ てSK60出 土 で あ り、SK60以 外 で はSK64とB-3グ リッ ト

か ら小 片 が そ れ ぞれ1片 ず つ 出 土 して い る にす ぎ な い。 ブ イ ゴ 羽 口 は いず れ も円 棒 に 粘 土 を巻 き

つ け て成 形 さ れ 、 外 表 面 は縦 ナ デ が施 さ れ る。 円棒 の 直 径 はや や小 さめ の6以 外 ほ ぼ 一 定 して い

る。 ナ デ の 原 体 は板 の よ うなや や 硬 い もの ら し く、6で は縦 線 が痕 跡 と して残 っ て お り、1で も

縦 の 面 が残 る。 いず れ も使 用 後 に廃 棄 さ れ た も の で 、先 端 部 は高 熱 を うけ て黒 灰 色 か つ 多孔 質 に

熔 変 して い る。 特 に1,・5・7は そ れ が著 し く、1は 融解 して 下 流 した 塊 が推 定 下 端(図 左 側)に

認 め られ 、5・7は 先 端 が黒 躍 色 ガ ラ ス 質 と な っ て い る。送 風 器 との 接 続 部 が残 るの は2の み で 、

穴 の内 側 の 粘 土 を取 っ て穴 を広 げて い る。

ま た図 示 した8片 は、2と5ま た は7、3と5ま た は7な ど同 一 個 体 異 片 の 可 能 性 が あ る。

B鉄 津(第28図9～12)

鉄 津 もSK60よ りほ とん どが 出 土 した 。SK60出 土 総 重 量 は2.8kgで あ る。他 はSK64・pit

2・SK52・SK53・SK54・SK55、B一 イ ・C-2・C-6・D一 イ ・D-2・G-3地 区

よ り1～ 数 塊 ず つ 出 土 して い るの み で あ る。

鉄 津 は形 状 か らa～cの3タ イ プ に分 か れ る。aタ イ プ(9・12)は 、 多 孔 質 で重 く、茶 色 を

呈 す る。形 は基 本 的 に は重 ね椀 形 で あ る。 中 に木 あ る い は葦 類 と思 わ れ る繊 維 質 の も の を含 む も

の(12)が あ る。9は 重 さ250g、12は 重 さ150g。aタ イ プ は 出土 量 が 多 く、 半 数 以 上 あ る。 い わ

ゆ る椀 形 津 に属 す る。

bタ イ プ(10)は 気 泡 の 塊 で 軽 く、表 面 は黒 色 味 を帯 び 光 沢 が あ る。ブイ ゴ羽 口 の先 端 が 融解 し

た もの が含 ま れ て い る可 能 性 が あ る。10は 重 さ28g。bタ イ プ はaタ イ プ に次 い で 出 土 量 が 多 い。

cタ イ プ(11)は 非 多 孔 質 で重 く、黒 灰 色 系 で 、 表 面 にや や 光 沢 が あ る。11は 重 さ118g。 出土

量 は 数 点 と少 な い。

C鉄 製 品(第30図1～8)

鉄 製 品 は す べ て図 示 した 。1は 釣 手 状 鉄 器 で あ る。3・4は 角 釘 で あ ろ う。2は リベ ッ ト状 の

丸 釘 で 、 新 しい もの か も しれ な い。5～7は 板 状 品 の 一 部 と思 わ れ る。8は 断 面 半 月形 を なす 棒

状 品 で 、 平 坦 面 側 に木 質 が錺 着 して い る。

D木 製 品(第29図1～4)

図示 し た もの がす べ て で あ り、 いず れ も井 戸SE5最 下 層 よ り出 土 した。1～3は 樹 皮 の っ い

た棒 の基 部 を尖 らせ 、 そ の基 部 を焼 い た もの も あ る。2以 外 は破 損 品 で あ る。4は 単 な る棒 で 、
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第28図 平安時代のフイゴ羽ロ ・鉄津(1 3)
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第29図 平安時代の木製品 ・石製品(1 勿
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第30図 平 安 時 代 の 鉄 製 品(1:2)

1・F2、2・B7、3・H4、4・D2、5・B7、6・G2、7・C3・8・SK45

枝 を鋭 利 な 刃物 で 切 り取 っ て い る。 用 途 は 不 明 で あ る。

E石 製 品(第29図5)

第29図5はC-6グ リ ッ ト出 土 の砥 石 で あ る。 表 裏 ・左 右 を使 用 して い る。 仕 上 砥 で あ ろ う。
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● 第31図 北原遺跡遺構全体図(1400)'





第V章 考 察

る

第1節 土 拡(鍛 冶炉)に つ いて

昭和53年 の調査及び今次の調査によって、約3000㎡ を発掘 した。調査区は遺跡の中心地区 と思

われ、検出された主な遺構は、竪穴住居肚2、 掘立柱建築吐9、 井戸肚5、 土拡約70に 達 した。

時期的には縄文 ・弥生期の遺構 が若干存在するものの、大部分は平安時代 に位置づけられる。

北原遺跡 を特徴づけるものは、羽口 ・鉄津が出土 した土砿群である。約70基 の土tryで、羽口 ・

鉄澤が出土 した遺構 は、第3・4・5・6・7・8・16・19・20・21・23・26・27・32・33・34

・36・38・40・42・44・53・54・60・64号 土拡計25基 である。 これらの他 に焼土 ・粘土が検出 し

た土拡を加 えると50数基に及ぶ。むしろ性格不明の土砿は極 く少なく、鍛冶 に関係すると思われ

る土拡が大半である。

古代における鉄生産 ・加工にかかる遺構は、製錬 と鍛錬 との間に精錬的 な作業 を想定 し、製鉄 ・

大鍛冶 ・小鍛冶遺構 をそれぞれ考えられている。大鍛治 ・小鍛冶の炉においては、「精錬的」 なも

のと 「鍛錬的」なものとの違いはなく、一貫 した作業の中で両者が行なわれ、意識的 に分けて考

えることがなかった らしい。 このことから、昭和55年 刊行の 「北原遺跡調査報告書」ではこれら

の土砿群 を総称 して 「鍛冶炉肚」群として把 え、大鍛冶 ・小鍛冶の両者 を想定 した。

ここで改めて2・3の 鍛冶炉 について触 れておきたい。

第19号 土拡(第31図 ・SK19)

規模は90×80cm、 深 さ(確 認面から)40cmで 、ほぼ円形プランを呈す る。砿底 ・壁 とも竪緻で

あるが、特別 に炉壁 を構成する施設は認められなかった。覆土は5層 に分離 され、1層 ・黒色土

層、2層 ・焼土 が混入す る黒褐色土層、3層 ・焼土 ・粘土が混入する褐色土層、4層 ・粘土が混

入する褐色土層、5層 ・粘土層である。各層 とも人為的埋土で、一挙 に埋 められたものと推定さ

れる。

遺物は土師器 ・須恵器片 とともに、土製羽口 ・鉄澤が出土 している。羽口は上部 より3本 がま

とまって出土 し、砿底より1本 出土 している。砿底 より出土 した羽口は上部羽口と接合 し、完形

となるが、中位 より破損 したのちそれぞれ別個 に使用された痕跡が認められた。

第40号 土拡(第31図 ・SK40)

第19号 土拡の西1.5mに 位置 し、間に柱穴 が存在す る。規模は115×85cmで 不整楕 円形 を
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第32図 第19・40号 土砿(鍛 冶炉) (1:40)

52



呈す る。 ほぼ垂直に50cm掘 り込 まれ、拡底は鍋底状 となる。覆土は4層 に分 かれ、1層 ・黄褐

色土層。鉄津粒 を多く含み、粘土が混入す る。2層 ・暗褐色土層。鉄津粒を多 く含むが、粘土は

含まれない。3層 ・黒褐色土層。4層 ・黄褐色土層。粘土粒 が斑状に混入 し、 しまりが良い。1

・2層 の間には鉄澤がブロック状 に入る。

遺物は、鉄津の他 に土師器片 ・羽口片が出土 している。

上記の2基 は第5号 掘立柱建築吐内に位置し、間に妻柱 を介在させて東西に並ぶようである。

第60号 土砿(第12図)

今次の調査で検出 された遺構であり、詳細は第皿章で触れてあるので省略す る。63×57c皿 の楕

円形プランを呈 し、南壁寄 りにピット状 を呈す落 ち込みがある。

以上の3基 は、鍛冶炉 と呼称するに相応 しい内容 を持 っている。ただ、炉は明 らかに破壊 され

ており、その構造は明確でない。

近年、鍛冶遺構 については各地でその存在が明らかにされており、その構造 にして も次第に判

明して きている。例 えば千葉県下にお』いては、ドーム型 ・開放炉の二者が存在するようであるが、

そのほとんどは 開放炉であるらしい。唯一 ドーム型炉と推定 される花前製鉄遺跡(第33図)で は、

住居肚様の遺構内より検出 されている。径約60c皿で、天井を粘土で覆 うドーム状 を呈 してお り、

炉壁中央部 に約10cmの 孔が認められ、羽口の挿入 口を推定 している。

本遺跡19・40・60号 土砿例は、破壊されているため明確ではないが、 ドーム型とはな り得ない

と思われる。他の遺構 についても同様である。 また、前に19・40号 が掘立柱建築吐内 に存在す る

第33図 千葉県花前製鉄趾(千 葉県文化財センター一1982より)
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として若干触 れたが、位置のあり方から、同時に存在 していたと考えて良いであろ う。19号 吐か

らは羽口がセ ットで出土 し、椀形津が1点 出土 している。40号吐か らは鉄津粒がブロックとなり、

羽口片が出土 している。覆土 についても対照的であり、両者が機能的 に異なった遺構で ある可能

性が大 きい。筆者等 は、19号 肚 を鍛冶炉、40号 肚は19号鍛冶炉のi操業に伴 う鉄津溜め的な機能を

持つ土砿ではないかと考えている。

約50基 に及ぶ鍛冶 に関係すると考えられる土拡は、すべて鍛冶炉ではないと思われ、各土拡 が

有機的に関連 し合って鍛冶作業を行なったものと思われる。 したがって、本来 ならば各土砿につ

いて分析 を行ない各々の機能を明確 にしなければならないのであるが、鉄津の科学分析 と併 わせ

て今後の課題 としておきたい。

第2節 平安時代 の土器編年 につ いて

平安時代の遺物 には、土師器 ・須恵器 ・羽口 ・鉄津 ・鉄製品 ・木製品がある。前回の報文では、

特に杯形土器を分類 ・検討することにより、9世 紀後～10世 紀 に位置づ けた。

飯山地方において、平安時代の土器編年については、調査例が少なく資料的にもまとまったも

のがなかったため触 れたことがなかった。ただ近年に至って若干の資料の増加があることから、

本遺跡 例 と比較 しなが ら検討 を加えたい。

北原遺跡

今次の調査 では土師器杯形土器の検出は少 なかったが、昭和53年 度の調査 にお・いて出土 した杯

形土器 とあわせて検討 する。

杯形土器はすべてロクロ水挽 き成形 によるものである。

A類 器高が5cmを 超 え、内面が黒色処理される。底部の再調整方法 によりさらに細分 され、手

持 ちヘ ラ削 りす るA-1類 、回転ヘラ削 りが施 されるA-II類 の二者がある。体部の断面

形は内湾 ぎみな器形 を呈する。

B類A類 の小形化 したもので、器高3～4.5cm、 口径12～13.5c皿 である。A類 と同様に、手持 ち

ヘラ削 りするB-1、 回転ヘラ削 りが施 されるB-H類 とに細分 される,。

C類A・B類 が内湾 ぎみな器形 をとるのに対 し、直線的な器形になる。内面底部は平底 となり、

体部 とは明確 に分かれる。底部は回転糸切 り痕 をとどめる。

以上の圷形土器で主体的に占めるのはA・B類 で、C類 は客体 的に存在する。

鍛冶田遺跡(旭 町遺跡群 ・昭和54年 調査)

鍛冶田A2号 土拡墓

4個 体並置 されて出土 した。底部には回転糸切 り痕をとどめ、1例 を除 き内面 に黒色処理が施
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される。器形 は内湾 ぎみである。

鍛冶田C2号 土拡墓

5個 体、2・3枚 重なって出土 したものである。すべて底部 に回転糸切 り痕 をとどめ、内面が

黒色処理 されるもの2例 、 されないもの3例 である。器形は直線的となる。
C

長者清水遺跡(飯 山市温井 ・昭和59年 調査)

第1号 住居肚

底部および底部周辺にヘ ラ削 り調整 を施す例が若干 あるものの、内面に黒色処理が施 され、底

部 に回転糸切 り痕 をとどめる例 が主体的である。

なお、伴出遺物では、北原遺跡 より須恵器圷形土器、四耳壺、土師器甕形土器(コ の字状 ・く

の字状)等 が共伴する。鍛冶田A・C遺 跡は、土拡墓という性格上からか、前記以外の遺物 はな

い。ただ、周辺遺構出土土器からも、須恵器の供膳形態は出土 していない。長者清水遺跡第1号

住居趾では、東濃産 の灰紬陶器(光 ヶ丘1期 ・大原2期)が 共伴するが、やは り須恵器の供膳形

態は出土 しなかった。

平安時代 における土器の細分編年は、須恵器 ・土師器の形態変化 ・調整技法等お・よびセ ット関

係から行なわれる事が多い。さらに、須恵器圷形土器の底部切 り離 し技法、およびその後の再調

整技法 による細分編年が行なわれているCO

すなわち、水挽 き須恵器のロクロからの切 り離 し技法は、回転ヘ ラ切 り、静止糸切 り、回転糸

切 りの三者が存在 し、そのまま年代順に並べ ることができるというものである。 さらにそれぞれ

細分 されるが、特にここで問題 とする回転糸切 り離 し後の再調整については、全面のヘラ削 り→

外緑部のヘラ削 り及び手持 ちのヘラ削 り→回転糸切 りのまま無調整と細分 している。 この傾向は

若干の時間差はあるものの、ほぼ全国的に同様である。回転糸切 り後無調整の圷は、東北地方で

は9世 紀後半 には出現 殴 関東地方では9世 紀前半以降出現するCOただ、新潟県 を含む北陸地方

では、須恵器がヘラ切 りで、土師器がすでに回転糸切 り痕 をとどめるという時期 があり、若干様

相を異 にしているCO

北原遺跡出土須恵器圷形土器は、底部の明確 な約30点 のうち、静止糸切 り痕 をとどめるのが1

例 あるのみで、他はすべて回転糸切 り痕をとどめている。 したがって、関東 ・東北地方例 になら

えば9世 紀後半以降と考 えられる。ただ土師器圷形土器は、一部 に回転糸切 り痕 をとどめる杯 も

存在するけれども、回転糸切 りの後再調整が施 される例が主体的であり、須恵器の技法 が広 く土

師器製作 に浸透 していない時期 と考えられないだろうか。具体的には、9世 紀後半～10世 紀代に

位置づけられるであろう。

次に長者清水遺跡例は、内面黒色で、底部に回転糸切 り痕をとどめる例が主体 となる点は、よ

り後出的な様相である。これに東濃産光ヶ丘1期 ・大原2期 の灰粕陶器が伴出するが、時期的に
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遺 跡 名

北

原

長
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清

水

鍛

冶

田

A

鍛

冶

田

C

土 師 器 圷 形 土 器 伴出遺物

(土師器)

甕

(須恵 器)

圷 ・甕 ・

四耳 壺

(土師器)

甕

(灰粕陶器)

皿 ・碗

(須恵器)

甕

第34図 土 師 器:圷形 土 器(1:4)
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も矛盾せず、10世 紀後～11世 紀代に位置づけられる。

鍛冶田A-2号 土拡墓例は、他に伴出遺物が無いので補強できないが、長者清水遺跡例 とほぼ

同時期か、若干新 しくなろ う。

鍛冶田C-2号 土拡墓例は、前3遺 跡例 と比較 して、体部が直線的 とな り形態変化 が認められ

る。また作 りも概 して荒い。11世 紀代以降であろう。

以上、簡単に4遺 跡の時期的細分 を試みたが、北原遺跡以外は単独に近い出土状況で あり、セ

ッ ト関係で把 えることが出来なかった。飯山地方では、当期のまとまった資料はまだまだ少 なく、

今後資料集成 を行なう中で改めて再考する次第である。

第3節 北原遺跡 の歴史的背景 につ いて

本遺跡の位置する飯山盆地が本格的に開拓 されていったのは、古代大和朝廷の越 ・出羽地方開
10

発過程の途上において、その前線的基地 となり得た6世 紀後半以降であろうと思 われる。例 えば、
11

鬼高期の住居吐、祭祀遺構 が出土 した田草川尻遺跡は、若干の時間的ズレがあるもののそうした

背景の中で考慮すべ き問題であろう。そ うした基盤 の中で、それぞれの地域で開拓 が行 なわれた

と思われるが、柳原地区を含む外様平周辺では、本遺跡の時期が示すよ うに9世 紀後半から10世

紀代以降飛躍的 に発展 していったものと考えられる。 この時期は、丁度荘園制の発達 に伴い公地

公民制が崩壊す る時期 と機 を一にしている。

時代はやや降るが、『吾妻鏡』の文治二年(1186)3月 の条 に年貢未納の庄園や牧が記 されてい
とこいわのまき

るが、その中に 「常盤牧」 も存在 している。この常盤牧が長峰丘陵 ・外様平 を中心 とす る地域で

あることは、市川文書 ・諏訪神社文書などで明 らかとなっている。

この間約2～300年 の時代差 があるものの、12世紀の荘園盛行時にそれと逆行する御牧 が忽然 と表
12

われる事はあり得ず、その成立は10世紀代 には存在 しているものと考 えたい。

既に触れてきたように、本遺跡は鍛冶遺構を中心 とした平安時代前半(9世 紀後半～10世 紀)

の遺跡である。 この鍛冶工房吐 は、一集落内に於ける鍛冶屋的な類ではなく、専門的集団による

工房吐 と把握で き、これらを形成 ・統卒 し得るのはやはりそれなりの領主層を想定 しなければな

らないだろ う。第2号 井戸肚出土の桶底 に認 められた文字の焼印も、本遺跡が一般的 な集落 と様

相 を異 にす る間接的な材料となりはしないか。ただ、常盤牧 との関連となると、直接的に関連づ

ける資料 も出土品 もな く、やや無理がある。本稿では前述 してきたように、常盤牧が成立 した地

域の一部 に本遺跡が存在するという事 を記 して、関連づけは今後 に期 したいと思 う。
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① 高橋一夫1977「 製鉄遺跡」考古資料の見方(遺 跡編)一

② 高橋桂1980第W章 「まとめ」北原遺跡調査報告書所有

③ 千葉県文化財セ ンター1982「 研究紀要皿」

④ 飯山市教育委員会1980「 鍛冶田」

⑤ 飯山市教育委員会1985「 長者清水 ・水の沢遺跡 」

⑥ 高橋一夫1975「 国分期土器の細分 ・編年試論」埼玉考古第13・14号

⑦ 岡田茂弘 ・桑原滋郎1974「 多賀城周辺における古代圷形土器の変遷」宮城県多賀城跡調査

研究所研究紀要1

⑧ 坂詰秀一(編)1971「 武蔵新久窯跡」

⑨ 坂井秀弥1982「 越後の灰粕陶器」信濃34-4

⑩ ただ し、弥生時代に開拓 が進行 したことも事実で、後期 に、須多峰遺跡 で方形周構墓が検出

されている事実は、すでに当地域にお・いて首長 を中心 とした部族国家が形成 されていることを

示す。

⑪ 飯山市教育委員会1973「 飯山市田草川尻遺跡緊急発掘調査報告書」

〃 〃1978「 田草尻遺跡II」
とこいわのまき

⑫ この 時 期(文 治2年)に 「常盤 牧 」 は年 貢 未 納 と い う こ とで 、 す で に 「私 牧 」 あ る い は 「荘

園 」 化 して い る もの と考 え られ 、 す で に 「御 牧 」 と して機 能 して い な か っ た と考 えて差 し支 え

な い で あ ろ う。

な お 「常盤 牧 」 につ い て は、 この 他 に 「常 岩 」 、「常 葉 」 等 と記 載 され て い るが 、 当時 に あ っ

て は 「と こい わ の牧 」 と さ れ て いた ら し い。
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第'VI章 結 妻五
口口

138ヘ クタールを対象とする旭地区の圃場整備事業は、昭和48年 からは じまった。外様平の南

部 を昭和55年 度まで完 了させ るとい う大規模な計画であった。昭和52年 度の北部整備中には若干

の弥生式中期土器片が発見 され、圃場整備計画中の水田、畑地 に遺跡 が埋没 している可能性がっ

よまった。昭和53年 度の計画によれば、旭地区北原地籍 を中心 とする広大な面積が対象 とされ、

特 に北原地籍は旭地区南部の広大な水田を臨む台地上 にあり、遺跡の存在す る可能性が充分予測

された。そこで県文化課の指導によって畑地 にあたる部分が発掘調査 されることとなった。続い

て翌昭和54年 度には、鍛冶田地籍が調査の対象 となった。これら2遺 跡 の調査 を通 じて私達 は、

弥生式中期の土器及び遺構、平安時代中期、後期の各種の遺構、遺物 を検出し飯山地方の弥生式

中期及び平安時代中 ・後期の文化の究明を大 きく前進 させた。

昭和59年 に入 り、飯山市教育委員会は 「市学校教育基本構想」 に基づ き西部統小(校 名を泉台

小学校と決定)の 建設地 として、北原遺跡の北東部 に一部かかる地点を決定 した。このため急拠、

第2回 の調査 を行 うこととなった。第2回 の調査の経過、出土遺構、遺物 については前記 してあ

る通 りである。今回の調査を通 じて私達 は、弥生式中期の土器及び遺構、平安時代の土師器、鍛

冶炉肚、建物吐等 を検出 して、今迄に得 られた資料の補強をす ることができた。

さて、今回の調査 をもって、旭地区の工事に伴 う発掘調査は___.応終 了した。今後余程のことが

ない限 り行政発掘は行われないであろう。従って、ここでは旭地区の発掘調査 を通 じて得た成果

を列挙 し、若干のコメン トを付 して 「結語」 としよう。

1弥 生式中期土器、遺構の検出。

鍛冶田遺跡の調査 を通 じて、飯山地方における弥生式土器の編年編成が可能 となった。

すなわち、小境→鍛冶田D地 点→鍛冶田C地 点→田草川尻1→ 田草川尻11と い う順序で該地方

の弥生式土器が変遷 していることが判明 した。今回得 られた弥生式中期の資料は、鍛冶田D地 点の

土器を補強するであろう。

2平 安時代の土拡墓の検出。

鍛冶田A地 区2号 土拡、C地 区3号 土拡及び北原遺跡41号 土拡。これらの土ffは 、形状及び土

器の埋置等から明らかに土砿墓として扱ってよいものである。当地方における数少ない平安時代

の葬制の一一端 を示す ものとして、重要な意味 をもつとともに平安期葬制の研究にも神益する所が

大きい。
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3飯 山地方における平安時代中 ・後期の土師器の編年が可能になったこと。

鍛冶田遺跡、本遺跡出土の土師器及び長者清水遺跡出土の土師器 を詳細 に分析 し、更 に先進地

域における須恵器 ・灰粕陶器の編年を援用して、当地方 にお』ける平安時代中 ・後期の土師器の変

遷が次第に鮮明化 した。このことについては、考察の項で詳細に述べているのでここでは省略す

る。

4鍛 冶炉趾群とそれに伴 う遺物(羽 ロ ・鉄淳)の 検出。

平安期における数少ない生産肚遺構 として重要な意味 をもっているといえよ う。明確 に鍛冶炉

肚遺構 と推定される土拡は50基 に及んでいる。これらの鍛冶炉吐遺構は、それぞれ有機的に関連

し合 って鍛冶作業が行われたと考えられるが、細部にわたる部分は今後の研究課題 として残 され

ている。また、鉄澤の分析 も本遺跡の鍛冶炉肚の性格を知 る上 に重要なことである。一 日も早 く

専門家によって分析 して頂 く必要がある。

5建 物趾が検出されたこと。

発見された建物趾が、鍛冶炉肚 といかなる関連があるのか。詳細 に分析する必要がある。恐 ら

く鍛治 炉祉の上屋 としての建物 と、鍛冶の納屋的存在としての建物の二者が存在 したことは事実

であろう。 この内、納屋的存在 としての建物吐は鍛冶遺構 とは比較的距離 をおいているので判別

は容易であるが、鍛冶炉吐 を含むような形で存在する建物吐 をどのように考慮すればいいのか問

題 となろう。いずれにしても鍛冶炉吐 と建物吐 を詳細 に検討す る必要に迫 られていることは事実

である。このことについて、果 して鍛冶炉肚に上屋が設けられたのかどうかも検討に値するであ

ろ う。錯綜 とした柱穴列群と鍛冶炉吐群 との組合せの判断がより強 く求められているといえるで

あろう。

6井 戸趾と同趾出土の木製品。

調査 を通 じて検出 された井戸肚は4基 である。この内2号 井戸肚は注目すべき木製品を出土 し

たことで重要である。特に曲物の上板乃至は底板と推定されるものに焼印による文字が施 されて

いることである。この文字は何 を意味す るのか不明であるが、同じく井戸肚出土の 「大田?」 の

墨書土師器を考えると興味深いものがある。なお1・2号 井戸吐内出土の木製品の用途、樹種等

については今後 とも追求 してゆかねばならないであろ う。

2回 の発掘調査 を通 じて得た成果 を思いつ くままに列挙 し、若干のコメ ントをつけたのである

が、何故このような遺構が豪雪地帯の飯山盆地に平安時代中期に設定 されたのであろうか。明確

な分析 を行っていないため断定で きない面もあるが、少なくとも鍛冶集団がつ くり出 した遺構で

あることは間違いないであろう。 どのような歴史的背景のもとにかかる集団的遺構が構築される

にいたったのか興味津々たるものがあるが、今の所判然 としないというのが事実である。

飯山地方の考古学的所見からすれば、古墳時代鬼高期までは人間の活動は比較的にスムーズに
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認 められるが、 それ以後やや空白に近い状態 となる。そして、再び人間生活が活発 に展開される

のは平安時代中半に入ってからである。平安時代の政治的、経済的な動向が豪雪地帯飯山地方の

再開拓 を促進 したものといえるのではなかろ うか。 このような条件 の下で北原遺跡の鍛冶炉肚群

が構築されるにいたったのではあるまいか。

すでに触れているように外様平 を中心 として鎌倉期 には常岩の牧が存在 したとされている。今

回明確 にされた北原遺跡の鍛冶炉吐群が9世 紀末か ら10世紀初頭に存在 したという事実を踏 まえ

ると常岩の牧が正式に歴史上 に登場するのが1186(文 治2)年 であ り、常岩の牧と北原遺跡 を直

接結びつけるのは、あまりに短絡す ぎるであろう。だからといって全 く無関係 ともいえないであ

ろう。いずれに しても飯山地方古代末期の研究に本遺跡が重要な一石 を投 じたことは間違いない

であろ う。今後更に出土遺物の詳細な分析 と史料の掘 り起 しの中で北原遺跡の本質に迫 りたいと

私達は考えている。

昭和53年 にはじまった、旭地区の発掘調査は私達 と村人達の結びつ きをつよめる上に大いに役

立 った。私達は、作業に従事 していただいた方々から常に種 々の面で啓発 されることが多大であ

った。常 に発掘現場 には笑い声が渦巻いていた。それと同時に遺構、遺物 に対 した時の真剣 な眼

差 しに私達 はしば しば圧倒 された。今静かに目を閉 じると発掘作業に従事 された人々の面影 が険

にそっと浮 ぴあがって くる。皆本当にいい人達であった。ある人はもうこの世には存在 しない。

ある人は病床に伏 し、ある人は事情あって音信 も不通である。それで もその人達の面影が私達の

胸の中から消 えないのである。亡 くなられた方に対 しては御冥福 をお祈 りし、病床 にある方 には

一 日も早 く御全快をお祈 りする次第である。

いずれにして も旭町地区の発掘調査が無事に終 了し得たのは、常に物心両面にわたって御援助

頂いた地元選出の市会議員清水一洋、小湊清彦、丸山豊雄の3氏 、地元の各区長 さん、調査 に直

接関与された作業員の皆さんの御協力があってこそはじめて可能であったといえましょう。心よ

り改めて感謝 申し上げる次第です。
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遺跡発掘に参加 して

笹川 大 塚 勇

「北原遺跡 に出て くれ」 と頼 まれて、「年配です い …」 と断 ってみたが統小の建 設予定地 と

の事で出来るだけ協力 しようと決めた。

小生、遺跡 とお聞きしてもあまり関心が無かったが、53年の時お手伝い して始めて興味が出た。

高橋先生、望月現場主任の親切、丁寧 な御指導 と説明に依 って益々理解 と興味が湧いて来た。昔

の人の苦労 と生活が偲ばれる思いである。

鍛冶群の遺構が主で住 居吐、井戸吐、柱穴肚、羽口、鉄津等、中でも甕棺は完全な形 で宝物 に

値するものと思われる。土器の数々は1000年 前の物 と聞く、あるいは縄文時代の土器 もあるとお聞

きした。

今度、統合小学校名も泉台小学校 と名付 けられる様だ。

その昔、当地に泉一族 が支配 して居た と高橋先生のお話。

思いが次々と浮かぶ…。

暑い日も寒い日も作業員みんなで楽 しく作業出来た事、____番嬉 しく思い出 される。種々勉強に

なり先生方、作業員の皆 さんいっまで も御元気で 「和の郷土」を子孫 に伝 えま しょう。
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発掘調査に参加 して

山口 岸 田 義 元

旭県営ほ場整備が昭和49年 に始 まったほ場の中に埋蔵文化財 があるので昭和52年 に北原地籍、

53年 に鍛治田又59年 に統小の敷地のため発掘 した。

北原地籍の作業主任は笹川の大塚勇氏、鍛冶田は私が作業主任を担当 した。北原地籍は前回は

50日 、59年 度は30日 余り、鍛冶田の時は60日 余 りかかった。高橋桂団長と市教委の調査員の指示

にもとつ く作業であった。作業員は25名位で学生のアルバイ トも加わり毎 日面白い日が続いた。

休み時間の艶話 し夕方は差 し入れの茶椀酒で疲労 も忘れる毎 日であった。

表土をはぎ、土の色が変 るといよいよ土器のかけら等が見っかり本番の仕事 となり時間も忘れ

て一生懸命 に見つける。縄文時代、弥生時代、平安時代 と先生 に説明 して戴 き先人の生活様式等

目の前に浮んで来 るようで した。

幾百個 もの出土 したものも永久に保存 して置 く場所(博 物館)を 是非作って貰いたい。

今までは無関心であった考古学等 自然に興昧を覚 えて来た・

遺跡掘りに参加 して

笹川 高 柳 唱

文化に成 った今 と昔。我が心の昔の遺跡 に一寸ふれさせてね

富倉峠の道は明治10年 に上新 田より関屋～富倉～長沢に通 じ越後の高田には歩兵58連 隊 が あ

り、中国の将介石 も入隊 しておりました。

高田へは飯 山からこの道を通 りました。大正13～14年 には中国に帰 り主 となった人ですが、昭

和事変で台湾 に送 られま した。それは、将介石は日本で学んだので中国にいられないので した。

この南條北原地 を通った大人物ですと。

一口申します。私のようなこの年よりが皆々様 と遺跡掘 りの仲間にしてもらい、 こんなうれし

い事はありません。地球を小 さな竹ベラで掘ると言 う事はよくよく昔の事のように思われ今でも

心にのこっています。

私 も昨年は体 を悪 くし、皆様 に申しわけなく残念でたまりません。

よい心のふれあいと勉強をさせていただ きました。
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北原遺跡掘 りの思い出
南条 岸 田 つね子

老人クラブの役員 さんからの連絡があり、北原遺跡掘 りに参加 させて戴 きま した。

私は家の農作業以外の仕事 には、ほとんど出た事がなく心配で したが、珍 しい仕事で興味があ

りましたので、思い切って参加させて戴 きました。

昭和58年10月23日 、起工式(鍬 入れ式)が あり、市役所から浦野教育長さん始 め、関係者の方

々が多勢見 えられました。正行寺の住職 さんがお出でになり、玉 串をささげ、浄めのお経があげ

られま した。

翌 日か ら作業が開始 され、一面の背丈 なす草野原 を刈 り払って土掘 りの準備 が終 り、いよいよ

表土はぎに入 りました。 その頃から天候が思わしくなく、小雨の降る毎 日で した。冬 も間近 く、

高社山や関田山脈のいただきが雪で真白になりました。

毎 日、毎 日シャベルで掘った土 を、一輪車で運びま した。地下70～80cm位 、掘 り下げて、5m

ぐらいずっのます型 に掘 りま した。

来 る日も来 る日も小雨の多い日で、シャベルに土がっいたり、車輪が土 に埋まって田の中を押

しているような苦労 をした日もありました。

また天気の良い日は、今 日はどんな土器が出るかと、希望にもえて急いで仕事場 に向いました。

毎 日運んだ土が小山のように高くなってゆきま した。

次第に掘 ってゆくと赤昧を帯びた焼土が出て来 ました。

ジョレンできれいにか くと、黒い土の落 ち込みが点々とはっきり眼でた しかめられま した。こ

れが遺構 とい うものだそ うです。

この遺構 を手シャベルと竹ベラで掘 り下 げると、構築物 の跡 と思われる、柱跡群がた くさん出

て きま した。倉庫 と推定されるとの事で した。落ちこみの跡を掘 っていると土器の破片 が重 なり

合 って出て来ま した。平安中期のおよそ千年前の土器が出はじめて、胸がワクワクとときめきま

した。竹ベラで形 をこわさないようにして、そこへ竹の細 い棒を立ててお くのです。係の人が後

から番号 をつけて写真をi撮り記録に残 しました。

雨の日は、掘 り出 した土器をテントの中で水でよく洗 ったこともありました。

むずか しい事 はよくわかりませんが、井戸肚、鍛冶炉肚、掘立柱建築吐等が見っかり、11月21

日に終 りました。

最後の日に連絡所で慰労会があり、教育長 さん、市会議員 さん、区長さん、その他団体の役員

さん等 も来て戴 き、盛大に行われ無事 に終了いた しました。

私は調査団(高 橋先生、望月さん)の 方より、皆勤賞を頂 き本当に嬉 しく思いま した。
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作業中、高橋先生や望月さんにアイスクリームやジュースを買って戴いた事が忘れ られない思

い出となりました。

とにかく多勢の皆 さんのお陰で、平安中期(千 年前)の 北原遺跡掘 りに参加 させて戴いた事は

私の人生の1コ マとして、忘れ得ない思い出 となり感謝いたしております。

北原遺跡掘りに参加させて戴いた想い出

山口 岸 田 かつ江

昭和58年10月 、この年は雨ばかり降って稲もおくれ、取 り入れも著 しくおくれ寒い年でした。

まわりの高い山には時折、雪が降 り北原遺跡掘 り現場は霜どけの土が重い程足にくっついた。表

土はねの時は、63才 の私にはちょっぴ り苦労でしたが、仲間と語 り合いながら働けるよろこびと

やがてこの下から何 が出てくるか等と夢 と期待で胸 をはずませながら張 り合いで通いました。

昔のおちいさんの語 り草 によるとこの辺は柳の木がいっぱいはえていたので柳原村 になったと

か聞いた事がありましたが、千年も昔の平安時代にすでに私達の先祖がこの地 をひらき、物のと

ぼしい中知恵と工夫をこらして家を建て子孫のために涙 ぐましい努力を積 まれた事・ しみ じみ想

像 します。

いよいよ表土はねもおわって黒々としたおちこみの土が見えてきて、家の柱の跡 らしきものが

点々と見 える場所、又かまどの跡みたいに焼土があって炭のような物があり、別のところでは粘

土土がしきつめた中に黒々とおちこみが見えて土器 もいくつか出てきて、感激でした。

その昔、この地 をきりひらいて下さった私達の先祖の並々ならぬ御苦労 をしのび・心から敬意

を表 したいとおもいます。
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北原遺跡よさようなら

四ツ谷 宮 本 鈴 子

雪 に埋れた山にも何時 しか黒い肌 を見せ、 この里 にも漸 く春が訪れてまい りました。58・59年

度発掘 を行なった感想文をと言われても、不勉強でなかなか書けない。

一輪車押 しで、また何処 から土器が出るか、またどんな色なのかもわからず、なかなか慣 れな

い日々で した。10日 ・20日と過 ぎた頃、 あちこちから 「出た出た」 と叫び声が聞こえ、 また皆 さ

んとも慣 れ、夕日の暮 と一緒 に俳句などや、歌の声 も聞こえ、寒い秋空 も忘れ楽 しい一日一 日で

した。

終 り頃 になり、井戸の跡や柱の穴 など次々に珍 らしい土器なども出て来ま したが、空か ら白い

ものが一度二度降ってきたので、せっかく軌道 に乗 って きたが、58年 度は途中で中止 となりま し

た。

59年7月22日 から、また開始 されました。58年 度の秋を思い出 し、少 しは慣れて石か土器かわ

かるようになりま した。これも、先輩 がたのおかげと感謝 してお・ります。1000年 前 もの土器 とは

私達にはわかりません。58年 度よ り発見が少 なく、色 々の物 は出て来なかった。

暑 い真夏の中を一 日一日、高橋先生 ・望月さんの暖い心 くばりをいただきありが とうございま

した。楽 しい日々で終 わりになりました。

発 掘 調 査 に参 加 して

山口 岸 田 しづ子(熊 雄)

○初参加、古代をしのぶ井戸の跡

○中祝に珍歌とびだし笑いぐさ

○たくさんの復元ねがい、幕がおり
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北原遺跡参加の思い出

山口 岸 田 しづ子(要 佐)

鍛治田、北町、北原の発掘 に参加 させて戴 き、平素我が家にこもりがちの私にとっては一生の

思い出になりました。

親切な調査団の先生方そ して多勢の参加者の方々との出合い皆 さん優 しい、楽 しい良 い人達ば

か りにめぐまれて私は発掘の現場に通 うのが楽 しみな毎 日で した。

縄 文 ・弥生時代、平安時代の土器、井戸の遺構等、古代人の生活様式が大変だった事 を知 りま

した。又、真夏の暑 さの中で作業の苦 しい時、指導員の方の5分 休けいも本当にうれ しゆうござ

いま した。

又、1日 中働いて汗いっぱいの身体 を、あのすばらしい山の谷間の馬曲温泉 にはいらせて戴い

たのも思い出の1っ です。

本当にお世話様で した。有 りがとうございました。
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遺跡掘 り

笹川 宮 本 君 代

「遺跡掘 りに出ないか」 と声 をかけられて私なんかに出来るかなと思い乍 ら参加 させて戴 きま

した。

起工式が終 り翌日から参加させて戴 きました。

草刈 り、表土はぎ、一一輪車で土 を運ぶ人、スコップで土 を掘る人、多勢の人達の力で仕事が進

みいよいよ遺跡らしきものが?

黒土 を掘 った り、けずった りして焼土が出て来た。「ガチャッ」 と音がす る。「土器かな?」 と胸

がなる。掘った り、削った りして黒いおちこみが出る。そこを移植 ゴテで掘 る 「ガチャッ」 と音

がする。「これが土器だよ」と望月さんが言われ、やっと出た時の うれしさ、今度は竹ベラで丁寧

に掘 って赤土が出 るまで掘 り下げる。大変な仕事です。それでもどうや ら皆 さんと一緒 に出来そ

うな気がして毎日楽 しく参加 させて戴 きました。

人 とのふれ合いも出来て楽 しく良い思い出になりました。毎 日かわら版 を出 して戴 き、本当に

良い思い出で した。

今は新 しい小学校の建設のため工事 も始まり、遺跡の掘った場所 も埋 められ着々と工事が進ん

で居 るにつけ早 く立派 な小学校が出来、孫達の登校の出来る日を楽 しみに待っているこの頃です。

校名も泉台小学校 と名付 けられて、校名にふさわしい北原遺跡に建つ統合小学校 を待ち望んでお

ります。

○黒土の下の昔の住家見ゆ。

○昔 をば語 り合いっつ今日も掘 る。
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柳 原 小 学 校 児 童 作 文 集一

北原 いせ きの発掘 を して

阿 部 千 夏

北原いせ きの発掘 をして、昔の人はいろいろな物 をっかっていたなあと思いました・私が発掘

して、でて きたものは現在でいえば、植木ばちのかけらみたいなっぼのかけらで した・

私は、むか しの人がっぼなど自分たちでつ くっているすがたを頭 の中で考えてみま した。せ っ

かく自分でつ くったのに、バラバ ラにわれてもったいないと思いました・

5月 に平出いせ きを見に行ったことを思いだしました。はく物館の中には、かけらを合 わせた

大 きいっぼがありました。北原いせ きのつぼのかけらも、集めて組み立てればこういうつ ぼにな

るのかと思、いま した。

かけらは、小 さい小指 ぐらいの もあれば、手のひらの半分 ぐらいの大 きさの もありました・

横 には大人の人たちがもうほってある場所がありました。みてみると、丸い穴があいていた り・

土器 がおっこっていた り、たいらになった りしていました。こんなに土の中にうめられていたの

か、 と思 ったりしました。

また、場所をかえて土器 をみつけました。
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なにか、かたい物がでて きたぞ・土器 かなと思 ってほって手にとってみると・ただの石 ころで

した。私は石 がでてくると頭 にきま した。だっていせ きだと思ってよくみると石っころだなんて

ざんねんでなりません。

で も、や っているうちに、そんな気 もちは考えなくなり、かえってがんばっていせ きをほろラ

と思 うようになりま した。

またいっか、できる時があったら、発掘 してみたいです。

北原いせ きの発掘 を して

北 川 裕 之

ぼくは、北原いせ きの発掘を していて、いろいろなことがわか りま した。そおっとほらなけれ

ばいけないとか、掘った物 は、 もらっていってはいけないとかです。

先生方のはなしをよ くきいてそれか らはじめました。ぼくはその とき大 きいのや小 さいのをい

っぱいひろうそと思いました。で もきたいがはずれて、あまりでて きません。

どこかから

「やったあ。でたあ。」

という声が したので行 ってみたら、約3cmぐ らいの土器がありました。みんなは、

「すげえ
。」

とかいっていました。ぼ くもいいなと思ったり、言 った りしま した。ぼくは、そこにいけばでて

くるだろうと思って出た場所をあちこち、ほりま した。

5分 ぐらいがんばった らやっとこ1こ めの、土器が出て きま した。かなり大 きな土器で した。

聞いてみると、っぼのそこだ といったので、ぼくはすごくよろこびました。

ともだちも、 どんどんほ りだしま した。2こ めも出ました。で もこんどは小 さかったです。 そ

れからあまりでてきませんで した。でもこん きよくや った ら3っ めがでて きま した。5cmほ どの

も0)です。で もそれい らいでませんで した。ぼくのきたいははずれました。

そ してもう終 って しまいま した。 また、行 きたいです。

北原いせきの発掘をして

荻 原 克 志

学校から、一輪車にのって15分 ぐらいで、土器がでた所へっ きま した。先生やお じさんたちの

話をきいてか ら、 くわやシャベルで土器 をほ りました。人のいっぱいいる所へ行って、小 さいス

コップでほっていたら、どこかの人が、
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「出 た
。 」

と言 っ た の で 、 い って み る と、茶 色 っ ぽ い 土 の か た ま り を も って い ま した 。

ぼ く もほ って い た ら、 小 さい 土 器 ら しい もの が 出 て き ま した 。 そば に い た お じ い さん に きい て

み た ら、

「土 器 だ な
。」

と言 っ た の で 、 ビニ ー ルぶ く ろの あ る所 へ 行 って ふ くろ の な か に入 れ ま した。

ふ くろ の 中 を の ぞ いて 見 る と、 い っ ぱ い の 土器 が入 っ て い ま した。

つ ぎに竹 ひ ご の さ さ っ て い る所 へ 行 っ て ほ って い ま した 。

「休 け い
。」

と言 う声 が した の で 、 テ ン トの所 へ行 って ジ ュー ス を も ら って の み ま した 。

ま た、 ほ り ま した 。 出 て こ な い の で 、 こ ん どは 、一 輪 車 で 土 を は こ び ま した 。 土 の 山 で 少 し休

ん で いた ら、土 器 み た い の が お ち て い た か ら、ひ ろ って き い て み た ら、「土 器 だ な。」と言 い ま した 。

ぼ くは うれ しか っ た で す 。

北原いせきの発掘をして

前 沢 歩 美

私は、北原いせきの発掘 をして、むか しの人は、いろいろな物をもっていたんだなあと思いま

した。平出いせ きのはくぶっ館へいった時 に、つぼは、何種類 もあった し、お皿 だってたくさん

ありました。

北原いせ きで、1c皿 ぐらいのかけらがみつかったときは、みんな大 さわぎで した。

私のところは、ほっても、ほって もなかなか出て きませんで した。出てきても、5mmく らいの

かけらで した。2c皿 くらいのが出た時は、 「やった。」 と思 ったけど石だった りして、暑 い中長

そで、長ズボン、 ぐんてをして、暑 くてイライラしてぜんぜん仕事がはかどりませんで した。

休 けいをして水 をもらった時は、「よし、や るぞ!」 と思いました。こうたいでほって、土を一・

輪車ではこんですてて と、なんかいも、なんかいもくりかえしてや りました。

その時、一学年下の女の子が、お皿 を見つけたので、「いいなあ。」と思いました。

私 も、なん とか してで も見つけたくて、いっ しょうけんめいほりました。でも、さい ごまで土

器 らしい土器は、出てきませんで した。

とてもがっかりしたけど、おもしろかったです。

みっかったのは少 しだけど、ぜんぜん見っからないよりましなので、そんなにがっか りしませ
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ん で した。

とて もお も しろ か っ た の で 、 また や っ て み た い で す 。

北原いせきの発掘をして

和 田 さお り

私 た ち の学 校 で は、「ふ る さ と学 習」 と い う全 校 活 動 が あ り ます 。 こん ど は、 いせ き を ほ り に い

く こ と に な り ま した 。

校 長 先 生 の お 話 を きい て か ら、 班 に わ か れ て、 手 シ ャ ベ ル で ほ っ て い き ま した。

ま え に、 平 出 い せ きの か ざ っ て あ る、 は くぶ っ か ん に い って 、 いせ き をみ に い っ て きた の で 、

ど うい うの が で て くる か とて もた の しみ で した。

で も ほ っ て も、 ほ っ て も、 いせ きは で て こな くて 、 しだ い に あ きて き ま した。 そ れ で もほ って

い る と、 と う と う本 当 に小 さ い の が で て きま した 。 その と きは 本 当 に うれ しか った で す 。

その と きは も う、 だ い た い ゐ 人 が2こ か 、3こ ほ りだ して い ま した 。 私 は もっ とい っ ぱ い ほ り

だ した か っ た の で 、ま た 、お な じと こ ろ を ほ って い き ま した。 で も、 も う その場 所 に は な い の か 、

ほ りか た がへ た な の か よ くわ か ら ない け ど、 も うで て こ な い の で 、 そ こ よ り も っ とで そ うな場 所

に移 りま した 。

そ こで は 、 だ い た い の 人 が あっ ま って いて 、 い っぱ い ほ りだ して あ りま した 。私 は、

「わ 一す ごい
、 い っ ぱ い あ る な あ 。」

とい って す こ しま わ り をみ て い る と友 だ ち が きて 、

「ね え
、 何 こみ つ け た 。」

とい っ て きい た の で 私 は 、

「3っ だ よ
。」 と言 っ て い て また2人 で ほ りだ しま した 。

け っ き ょ く私 は、 お わ りまで 、 あ と1っ か2っ しか み つ か らな くて 、数 こ しか発 掘 で きな くて

とて も ざん ねん で した 。 それ と、 お も った よ り、 大 きい の がで て き ませ ん で した。

とて も ざん ね ん で した.
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6.弥 生第1号 住居堤遺物出土状態
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(数字 は挿 図番号 に一 致)
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27.弥 生時代 の土 器
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28.土 師 器杯形 土 器 29.土 師器 杯形 土 器

30.墨 書 土 器 31.須 恵 器杯形 土 器

32.平 安 時代 の土 師器(甕 形土 器)

33.平 安時代 の須 恵器
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